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(
1〉

工
業
立
国
論
と
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
地
主
の
利
害
を
代
表
す
る
農
工
並
立
々
国
論
と
の
対
立
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
順
序
は
逆
に
な
る

穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
)

が
、
マ
ル
サ
ス
の
主
張
は
、
そ
れ
が
最
も
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
『
人
口
論
』
第
六
版
(
一
八
二
六
年
)
に
よ
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め

(

2

)

 

、つゆ
G

。
す
な
わ
ち
、
農
業
と
工
業
と
が
並
立
し
て
い
る
国
に
お
い
て
は
「
純
然
た
る
農
業
国
に
特
有
の
不
利
益
が
商
工
業
の
成
長
と
繁
栄
と
に

よ
っ
て
す
べ
て
回
避
さ
れ
る
」
し
、
ま
た
「
単
な
る
商
工
業
国
に
伴
う
特
有
の
不
利
益
が
土
地
資
源
の
所
有
に
よ
っ
て
す
べ
て
回
避
さ
れ

る
」
。
こ
の
点
が
農
工
並
立
国
の
も
つ
利
点
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
農
業
国
に
特
有
の
不
利
益
と
は
農
産
物
の
価
値
が
外
国
産
工
業
品
の
そ

れ
に
比
べ
て
小
さ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
農
業
国
に
伴
う
こ
と
が
多
い
封
建
的
勢
力
の
支
配
(
例
え
ば
ポ
ー
ラ
ン
ド
)
を
す
で
に
遠
い

過
去
の
も
の
と
し
、
工
業
が
一
八
世
紀
末
来
「
驚
く
べ
き
発
展
を
と
げ
た
」
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
問
題
と
す
べ
き
は
農
業
を
外
国
に

ゆ
だ
ね
た
工
業
国
に
伴
う
不
利
益
で
あ
る
。
産
業
草
命
の
急
進
は
、

「
農
業
階
級
と
商
工
業
階
級
と
の
聞
の
均
衡
」
を
む
し
ろ
「
自
然
に

は
生
じ
ず
」

「
人
為
的
に
維
持
す
べ
き
」
課
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
工
業
国
の
不
利
益
は
以
下
で
あ
る
。
付
工
業
生
産
力
の
国
際
的

優
越
を
長
期
間
維
持
し
え
な
い
こ
と
、
口
外
国
と
の
競
争
を
た
と
え
排
除
し
え
た
と
し
て
も
、
国
内
で
の
競
争
が
工
業
品
価
格
を
引
下
げ

る
こ
と
(
一
八
世
紀
末
来
の
綿
製
品
価
格
の
暴
落
を
み
よ
)
、

日
工
業
品
原
料
と
食
糧
と
を
外
国
に
依
存
す
る
結
果
、
自
国
の
経
済
発
展
が
自
国

工
業
品
に
対
す
る
外
国
の
需
要
に
ほ
ぼ
全
面
的
に
規
制
さ
れ
る
こ
と
、
同
し
か
も
、
工
業
品
原
料
と
食
糧
と
の
輸
出
国
は
農
業
利
潤
率
の

低
下
に
伴
っ
て
早
晩
工
業
化
の
途
を
歩
み
、
そ
の
結
果
自
国
工
業
品
へ
の
需
要
は
減
退
す
る
こ
と
、
以
上
で
あ
る
。

一
言
で
い
え
ば
、
ヱ

業
国
の
不
利
益
は
そ
の
経
済
発
展
が
他
国
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
農
工
並
立
国
の
利
点
が
白
国
の
経
済
発

展
の
独
立
性
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
も
イ
ギ
リ
ス
の
土
地
資
源
は
肥
沃
か
っ
豊
富
で
あ
り
、
農
業
の
人
為
的
維
持
の
コ
ス
ト

は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。
ー
l
sそ
し
て
こ
の
場
合
、
農
業
の
人
為
的
維
持
の
手
慢
で
あ
る
穀
物
法
の
内
容
に
つ
い
て
、

マ
ル
サ
ス
が



こ
う
記
し
て
い
る
の
は
記
憶
さ
れ
て
よ
い
。

「
わ
が
国
の
大
臣
た
ち
が
商
業
政
策
の
よ
り
自
由
な
制
度
の
模
範
〔
日
一
八
二
五
年
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ハ
ス
キ
ソ
ン
の
関
税
改
革
〕
を
極
め
て
見
事
に
示
し
つ
つ
あ
る
時
に
、
諸
外
国
が
わ
が
国
の
現
行
穀
物
法
の
よ
う
に
非
難
す
べ

き
顕
著
な
例
外
を
も
た
ず
に
す
む
こ
と
が
お
お
い
に
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。
あ
ま
り
高
す
ぎ
な
い
輪
入
関
税
と
リ
カ

l
ド
ウ
氏
に
よ
っ
て

(
3
)
 

勧
告
さ
れ
た
程
度
の
輸
出
奨
間
金
と
は
、
お
そ
ら
く
わ
が
国
の
現
在
の
状
態
に
と
っ
て
最
も
適
当
で
あ
り
、
最
も
よ
く
価
格
の
安
定
を
保

(

4

)

 

証
す
る
で
あ
ろ
う
」
。

だ
が
、
リ
カ
!
ド
ウ
の
主
張
を
工
業
立
国
論
と
い
う
場
合
重
要
な
留
保
が
必
要
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
穀
物
法
の
廃
止
が
一
方
で
穀
物

価
格
下
落
|
↓
賃
銀
下
落
1
↓
利
潤
率
上
昇
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
他
方
で
自
由
貿
易
制
度
の
完
成
|
↓
比
較
生
産
費
説
に
基
づ
く
国

際
分
業
の
確
立
を
も
た
ら
す

(
U
「
ブ
ド
ウ
酒
は
フ
ラ
ン
ス
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
醸
造
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
穀
物
は
ア
メ
リ
カ
と
ボ

i
ラ

(
5〉

ン
ド
で
生
産
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
し
て
金
属
製
品
や
そ
の
他
の
財
貨
は
イ
ギ
リ
ス
で
製
造
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
)

と
い
う
リ
カ
l

ド
ウ
の
主
張
を
、

マ
ル
サ
ス
の
穀
物
法
に
依
拠
す
る
農
工
並
立
々
国
論
と
対
比
し
そ
の
特
徴
を
浮
き
ぼ
り
に
す
る
場
合
に
は
、
リ
力

i
ド

ウ
を
工
業
立
国
論
者
と
呼
ぶ
と
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
リ
カ

l
ド
ウ
は
、
穀
物
法
を
廃
止
し
た
後
の
イ
ギ
リ
ス
が
エ
業
に

(
6
)
 

全
面
的
に
特
化
し
、
農
業
を
国
外
に
放
逐
す
る
と
は
決
し
て
述
べ
て
い
な
い
。

「
も
し
自
然
の
成
行
き
に
ま
か
せ
ら
れ
る
な
ら
、
わ
が
国
は
疑
い
な
く
一
大
工
業
国
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
一
大
農
業
国
に
止
ま

(
7
)
 

り
も
す
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
が
農
業
国
で
な
く
な
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
」
|
|
こ
れ
は
一
八
二
二
年
五
月
九
日

に
お
こ
な
わ
れ
た
リ
カ

l
ド
ウ
の
議
会
演
説
の
一
節
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
演
説
の
直
前
に
出
版
さ
れ
た
『
農
業
保
護
論
』
に
お
い
て
も
、

リ
カ
!
ド
ウ
は
、
穀
物
の
自
由
貿
易
を
お
こ
な
っ
た
場
合
に
「
わ
が
国
が
輸
入
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
〔
穀
物
〕
量
が
莫
大
で
あ
ろ
う
と
考
え
る

人
々
と
私
は
意
見
を
異
に
す
る
」
と
述
べ
、
そ
の
理
由
と
し
て
、

一
八
一
二
年
農
業
委
員
会
で
の
証
言
が
外
国
で
の
穀
物
供
給
の
増
大
は

穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
〉

一
一
五



穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
)

一
一
六

そ
の
生
産
費
を
大
き
く
引
上
げ
る
と
指
摘
し
て
い
る
点
を
あ
げ
、
そ
し
て
、
「
〔
穀
物
の
自
由
貿
易
に
よ
っ
て
〕
需
要
が
も
っ
と
も
自
由
な

状
態
の
下
に
お
か
れ
て
も
、
き
っ
と
わ
が
国
は
多
大
な
量
の
輸
入
者
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

一
八
二
一
年
一

O
月
四
日
付
の
手
紙
で
は
、
穀
物
の
自
由
貿
易
を
お
こ
な
っ
た
場
合
の
イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
輸
入

量
を
年
消
費
の
「
わ
ず
か
数
週
間
分
」
と
具
体
的
に
推
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
穀
物
法
を
廃
止
し
た
場
合
の
イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
輸
入
量

更
に
リ
カ

l
ド
ウ
は
、

が
年
消
費
の
数
週
間
分
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
、
こ
の
リ
カ
l
ド
ウ
の
推
定
は
す
で
に
早
く
一
八
一
五
年
の
『
利
潤
論
』
(
入
ぎ
同

aミ
3

H
F
向
H
3
h
N
』
室
内
向
ロ
¥
R
H
r
s
N
U一
ミ
ミ
ロ
し
刊
の
ロ
ミ
H

S

H

F
問
、
豆
、
.
弘
司
句
ミ
'
旬
。
忌
)
で
も
な
さ
れ
て
い
る
。
リ
カ

l
ド
ウ
は
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
穀
物
法
を
廃
止
し
て
規
則
的
な
穀
物
輸
入
国
に
な
れ
ば
、
当
然
、
穀
物
輸
出
国
は
イ
ギ
リ
ス
市
場
を
め
あ
て
に

耕
作
を
拡
大
す
る
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
穀
物
供
給
は
む
し
ろ
安
定
す
る
こ
と
、
ま
た
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
大
陸
封
鎖
の
瓦
解
が
示
す
よ
う

に
、
輸
出
国
に
お
け
る
強
権
的
輸
出
停
止
は
必
ず
輸
出
国
民
の
側
の
反
撃
を
ま
ね
き
そ
の
執
行
を
不
可
能
に
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、

そ
の
な
か
で
穀
物
法
を
廃
止
し
た
場
合
の
イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
輸
入
量
一
を
何
の
説
明
も
な
く
「
わ
ず
か
数
週
間
分
」
と
し
て
い
る

l
iす
な

わ
ち
、

「
わ
れ
わ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
で
わ
ず
か
数
週
間
に
消
費
さ
れ
る
穀
物
の
価
値
を
考
え
て
み
て
も
、
大
陸
が
わ
が
国
に
相
当
な
量
の
穀

物
を
供
給
し
て
い
る
場
合
に
は
、
輸
出
貿
易
に
対
す
る
妨
害
は
必
ず
や
極
め
て
広
範
な
商
業
上
の
破
滅
的
苦
況
を
生
ま
ざ
る
を
え
な
い
」
。

ま
た
、
「
高
い
価
格
は
〔
穀
物
の
〕
供
給
を
獲
得
で
き
る
力
を
も
っ
と
い
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
が
経
験
し
た
以
上
、
わ
が
国
の
消
費
の
う

ち
の
数
週
間
分
に
必
要
な
程
度
の
穀
物
を
輸
入
に
頼
る
こ
と
の
結
果
、
わ
が
国
が
な
に
か
特
定
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
懸
念

す
べ
き
正
当
な
理
由
を
も
ち
う
る
で
あ
ろ
う
か
」

l
i
l
o

以
上
の
よ
う
に
、
穀
物
法
廃
止
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
構
造
は
決
し
て
工
業
に
全
面
的
に
は
特
化
せ
ず
、
穀
物
輸
入
量
も
年
消
費
量
の

数
週
間
分
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
イ
ギ
リ
ス
は
「
一
大
工
業
国
」
で
あ
る
と
同
時
に
ご
大
農
業
国
」
で
も
あ
る
、
と
リ
カ

i
ド
ウ
は



考
え
て
い
た
。
と
す
る
と
こ
の
事
実
は
直
ち
に
、
リ
カ

l
ド
ウ
と
マ
ル
サ
ス
と
の
穀
物
法
論
争
に
つ
い
て
の
従
来
の
評
価
|
|
そ
れ
は
、

産
業
資
本
の
イ
デ
オ
ロ

i
グ
と
し
て
の
リ
カ

i
ド
ウ
と
地
主
の
そ
れ
と
し
て
の
マ
ル
サ
ス
と
の
対
立
国
を
特
に
強
調
し
て
き
た
|
|
に
一

定
の
検
討
を
迫
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
こ
の
点
は
本
稿
の
最
後
で
ふ
れ
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
、
リ
カ

i
ド
ウ
が
す
で
に
『
利
潤

ハ
一
八
一
五
年
〉
に
お
い
て
何
の
説
明
も
な
く
、
穀
物
法
廃
止
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
輸
入
量
を
年
消
費
の
数
週
間
分
と
し
て
い
る
こ

と
に
、

つ
ま
り
は
、
穀
物
法
廃
止
が
イ
ギ
リ
ス
農
業
に
与
え
る
打
撃
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
特

に
説
明
も
し
な
い
で
、
穀
物
法
廃
止
後
の
穀
物
輸
入
量
が
大
き
く
な
い
、
す
な
わ
ち
、
穀
物
法
廃
止
の
イ
ギ
リ
ス
農
業
へ
の
打
撃
は
小
さ

い
と
想
定
す
る
こ
と
は
、
逆
に
こ
の
想
定
が
特
に
説
明
を
要
し
な
い
ほ
ど
)
般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
推
測
を
可
能
に
も
さ
せ
る
か
ら
で
あ

る
本
稿
は
、
穀
物
法
が
批
判
さ
れ
る
場
合
、
穀
物
法
露
止
の
イ
ギ
リ
ス
農
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
い
か
な
る
想
定
が
一
般
に
な
さ
れ
て
い

た
か
を
、

一
九
世
紀
前
半
の
穀
物
法
批
判
者
た
ち
の
主
張
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
別
の
表
現
を
す
れ

ば
、
こ
の
作
業
は
穀
物
法
批
判
の
現
実
的
前
提
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

本
稿
が
と
り
あ
げ
る
穀
物
法
批
判
者
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
ブ
ハ
d
q
E
U
S
Y
2
3、
G
-
R
・
ボ
ー
ダ
ー
(
の
・
H
N

・司
0
3
0
6、

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン

(
Y
5
2
巧
己

mg)、
ト

i
マ
ス
・
ト
ゥ
ッ
ク
(
叶
日
H
O
B
E
叶。。}向。
υ
、
ジ
ョ
ン
・
ル

l
ク
Q
o
Fロ
moo-内各、

J
-
R
・
マ
カ
ロ
ッ
ク

Q
・
対

-znのロ日目。ロご、
Tau-s
・
ミ
ル

Q
・的

-
Z
H
5、
ロ
パ

l
ト
・
ト
レ
ン
ズ
(
問
。
σ叩吋件、吋
O
吋円。ロ印〉
1
1
1

更
に
簡
単
な
が
ら
、

ヘ
ン
リ

l
・パ

l
ネ
ル
(
出
。
ロ
31
司
mH-po--)
、
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ヒ
ュ

i
ム

(
旬
。
∞
岳
町
田
ロ

8
6
、
J

・D
-
ヒ
ュ

ー
ム

Q
・
り
・
出
口
5
0
)
等
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
穀
物
法
批
判
者
た
ち
の
議
論
の
な
か
で
論
理
的
基
礎
の
位
置
を
占
め
る
と
思
わ
れ
る
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
プ
と

G
-
R
・
ボ
ー
ダ
ー
と
が
重
視
さ
れ
る
。
吏
に
、
以
上
の
穀
物
法
批
判
者
と
は
別
の
観
点
(
す
な
わ
ち
、
植
民

穀
物
法
批
判
の
前
提
ハ
上
)

一
一
七



穀
物
法
批
判
の
前
提
(
よ
〉

一
一
八

地
産
穀
物
の
優
先
政
策
)
か
ら
穀
物
法
を
論
じ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ス
キ
ソ
ン
(
当
日

S
B
国
g
W
2
8
5
と
ポ
ウ
レ
ッ
ト
・
ス
ク
ロ
ウ

プ

(

句

ocFH片
的
立
与
ろ
も
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

〈

1
〉
例
え
ば
、
羽
鳥
卓
也
氏
の
次
の
一
言
葉
を
み
よ
。
「
こ
れ
〔
U

マ
ル
サ
ス
の
「
地
主
主
掌
の
資
本
主
義
発
展
の
途
L

〕
に
対
し
て
、
リ
カ

l
ド
ウ
が

利
潤
の
み
を
蓄
積
の
基
本
フ
ァ
ン
ド
と
み
な
し
た
時
、
か
れ
は
、
農
業
を
工
業
に
優
先
さ
せ
る
べ
き
理
由
が
全
く
な
い
こ
と
を
論
証
し
て
い
た
。
か

れ
は
、
こ
れ
を
基
礎
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
自
然
的
・
技
術
的
・
産
業
的
諸
条
件
の
現
状
か
ら
い
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
商
工
業
に
重
心
を

お
き
、
農
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
後
進
諸
国
に
放
逐
す
る
と
い
う
形
で
の
資
本
主
義
発
展
の
コ

i
ス
を
選
ぶ
べ
き
だ
と
提
唱

し
て
い
た
の
で
あ
る
」
白
古
典
派
経
済
学
の
基
本
問
題
』
未
来
社
、
一
九
七
二
年
、
一
二
六
ペ
ー
ジ
。
傍
点
は
服
部
)
。

(
2
〉
、
H，
・
悶
・
呂
田
-
P
5
w
h
a
同
a
b
u、
S

S
旬
、
ミ
3
丘
町
守
口
¥
一
旬
。
pb"
にミ凡
S
U
A山口
M
o
a
-
H∞
N少
阿

W
4
2司
自
由
H
H
d
F
P門田コ
-
a
-
H由
叶

P
4
O
M
-
-
H
)・

∞∞
w
コ
"
∞
0
・
H
H
N
W
3
i
g
-
ロ
∞
I
H
S
-
(寺
尾
琢
磨
訳
『
マ
ル
サ
ス
人
口
論
第
六
版
』
慶
応
出
版
社
、
一
九
四
一
年
、
五
三
六
、
五
一
五
、
五
二

六
、
五
六
六
、
五
二
五
|
五
二
九
、
五
七
四
|
五
七
五
ペ
ー
ジ

Q

但
し
訳
文
は
変
更
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
以
下
同
じ
。
)
更
に
詳
し
く
は
羽
鳥
前
掲

書
、
棚
原
正
治
「
T
-
R
・
マ
ル
サ
ス
の
農
業
保
護
論
」
(
『
琉
球
大
学
経
済
研
究
』
第
二
二
号
、
一
九
八
Q
年
)
を
み
よ
。

(

3

)

リ
カ

l
ド
ウ
は
一
八
二
二
年
に
出
版
し
た
『
農
業
保
護
論
』

(
O
S
N
U
3
H同
町
叫
芯
苫
な
込
h
・ミ
S
忠
実
。
に
お
い
て
、
小
麦
価
格
が
一
ク
ォ

I
タ

l

あ
た
り
七

0
シ
リ
ン
グ
に
達
し
た
場
合
に
は
、
最
初
二

0
シ
リ
ン
グ
で
年
々
一
シ
リ
ン
グ
ず
つ
減
少
し
、
最
終
的
に
は
一

0
シ
リ
ン
グ
で
固
定
さ
れ

る
輸
入
関
税
を
課
す
こ
と
、
同
時
に
輸
出
に
際
し
て
は
七
シ
リ
ン
グ
の
奨
励
金
を
与
え
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

(

4

)

呂
田
H
P
E
w
も
・
円
払
T
M
V
-
H
N町
・
(
訳
、
五
八
三
ペ
ー
ジ
J

(

5

)

り田
4!日
仏
担
B
E
C・
0
誼
志
向
、
コ
号
室
内
的
。
」
「

HubN柏
町
民
円
白
山
町
円
言
。
遣
い
J
白
昌
弘
同

12白
H
t
g
u
H∞
弓
池
山
口
同
JMH同
司
ミ
ケ
言
札
。
也
、
ミ
師
、
ロ
皇
室
内
町

色、

N
U
S
R
N
N片品、
r
-
a・
げ
可
司
・
町
田
H
F
4
0
H・
f
g
m
H
W
M
)
-
H
2・
(
堀
経
夫
訳
『
リ
カ

l
ド
ウ
全
集
』
第
一
巻
、
雄
松
堂
書
底
、
一
九
七

二
年
、
一
五
六
ペ
ー
ジ
。
)

(

6

)

こ
の
点
を
指
摘
し
た
の
は
内
問
義
彦
司
経
済
学
史
講
義
』
(
未
来
社
、
一
九
六
一
年
)
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
出
来
う
る
か
ぎ
り
多
く
の
穀
物

を
|
i工
業
製
品
の
輸
出
を
見
返
り
に
し
て
|
|
輸
入
し
て
不
適
地
で
の
農
業
資
本
を
引
上
げ
る
こ
と
。
資
本
投
下
が
最
大
な
効
率
を
発
揮
す
る
よ

う
な
巨
大
な
農
業
経
営
臼
の
み
が
、
優
良
地
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
@
こ
の
二
つ
が
リ
カ

l
ド
ウ
の
ね
ら
い
で
す
。
」
三
二
二
ペ
ー
ジ
。
傍
点
は

内
田
氏
。
)
但
し
、
内
田
氏
は
、
比
較
生
産
費
説
を
前
提
に
し
て
、
巨
大
な
農
業
経
営
が
何
故
に
存
続
し
う
る
の
か
を
述
べ
ら
れ
な
い
。
ま
た
最
新
の



文
献
と
し
て
は
、
棚
原
正
治
「
D
-
リ
カ
l
ド
ゥ
と
農
業
保
護
論
(

I

)

」
(
『
琉
球
大
学
経
済
研
究
』
二
一
二
号
、
一
九
八
二
年
)
を
み
上
。

本
稿
は
リ
カ

I
ド
ウ
と
マ
ル
サ
ス
と
の
穀
物
法
論
争
を
直
接
に
考
察
の
中
心
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
棚
原
氏
の
「
T
・
R
・
マ
ル
サ
ス
の
農

業
保
護
論
」
(
前
掲
〉
と
今
あ
げ
た
論
説
と
か
ら
筆
者
は
お
お
く
を
学
ん
で
い
る
@

(
7
〉
百
円

R
E
u
司
ミ
F40--
〈・

5
g
-
H
Y
H
S・
(
杉
本
俊
朗
監
訳
『
リ
カ
l
ド
ウ
全
集
』
第
五
巻
、
一
九
七
八
年
、
一
八
三
ペ
ー
ジ
。
)

ハ
8
〉

E
S
E
C
V
苛
R
F
4
C
H・
-
F
g
m
H
U
M
M
-
N
2・
〈
玉
野
井
芳
郎
監
訳
『
リ
カ

i
ド
ウ
全
集
』
第
四
巻
、
一
九
七
Q
年
、
三
一
四

i
三
}
五
べ

ー
ジ
J

ハ
9
〉

E
S
E
D
U
割、口、

F
4
0
H
-
F
H
U
m
M
-
M
V・
g-
ハ
中
野
正
監
訳
『
リ
カ
!
ド
ウ
全
集
』
第
九
巻
、
一
九
七
五
年
、
九
六
ペ
ー
ジ
J

な
お
、
注

(
7
〉
、
注
〈
9
)
と
も
榔
原
「
D
・
リ
カ
!
ド
?
と
農
業
保
護
論
ハ
I
)
」
が
引
用
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
柵
原
氏
の
こ
の
論
文
以
前
に
は
、

ω回目
5-

問。口出口(目白♂

M
-
P
同
同
門
口
詰
ロ
室
内
旬
。
¥
N
U
S
R
勾礼町白、
h

山口
"
5
3・
nv目
℃
・
ロ
が
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。
な
お
筆
者
は
一
九
八
一
年
三
月
に
ひ
ら

か
れ
た
経
済
学
史
学
会
関
東
部
会
心
お
い
て
、
ホ
ラ
ン
ダ
l
の
こ
の
本
の
と
の
事
を
中
心
に
報
告
を
し
て
い
る
@

(
叩

)
H
N山口凹邑
0・
司
色
、
ご
・

4CH・-ア

H
Y
N
F
2・
(
訳
、
一
ニ
五
、
二
一
九
ペ
ー
ジ
。
)

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
穀
物
輸
出
能
力
|
|
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
プ
ー
ー
ー

こ
こ
で
、
名
誉
革
命
体
制
の
発
足
か
ら
一
八
一
五
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
終
結
ま
で
の
時
期
の
、
イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
貿
易
の
状
態
を
筒

(
1〉

単
に
み
て
お
く
こ
と
が
便
利
で
あ
ろ
う
。

一
六
人
九
年
に
与
え
ら
れ
た
穀
物
輸
出
奨
励
金
は
、
穀
物
生
産
増
大
を
刺
激
す
る
と
同
時
に
穀
物
価
格
の
安
定
を
も
た
ら
し
、
極
め
て

一
般
的
に
い
え
ば
、

一
八
世
紀
の
第
凪
四
半
期
頃
ま
で
は
イ
ギ
リ
ス
は
穀
物
輸
出
国
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
サ

l
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ス
テ

ュ
ア

l
ト
『
経
済
学
原
理
』
ハ
一
七
六
七
年
、
但
し
、

一八
O
五
年
の
全
集
版
に
お
い
て
〉
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
『
国
富
論
』

(
一
七
七
六
年
)
と

は
各
々
、

一
七
六
六
年
に
第
二
版
が
出
さ
れ
た
の
宮
門
戸

g
ω
E
H
F
-
叶
守
町
四
叫
】

3
S
3
S向
。
。
さ
早
a
h
Q
S
ぬ

C
3・h
s
s
に
依
拠

穀
物
法
批
判
の
前
提
ハ
上
)

一
一
九



穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
)

一一一

O

一
六
九
七
l
一
七
六
五
年
の
期
間
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
年
平
均
穀
物
輸
入
量
は
年
消
費
の
約
五
七

O
分
ノ
一
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
年
平
均
穀
物
輸
出
且
一
旦
の
一
八
分
ノ
一
じ
す
ぎ
な
い
、
と
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
の
産
業
草
命
の
前
進
と
度
重
な

し
て
こ
う
述
べ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

る
天
候
不
順
と
は
、
農
業
革
命
の
進
行
に
も
か
か
わ
ら
ず
イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
輸
入
を
増
加
さ
せ
は
じ
め
た
。
こ
の
結
果
、

〈

3〉

対
仏
戦
争
の
開
始
時
に
は
イ
ギ
リ
ス
は
穀
物
輸
入
国
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
、

一
七
九
三
年
の

一
七
九
九
l
一
入

O
O年
の
不
作
は
小
麦
価
格
を
一
気

に
年
平
均
で
一
一

0
シ
リ
ン
グ
台
に
引
上
げ
た
(
な
お
、

一
七
五

O
l八
0
年
代
ほ
二

O
l五
0
シ
リ
ン
グ
台
を
推
移
し
て
い
た
)
。
そ

う
し
て
、

一
八

0
0、
一
八

O
一
年
の
小
麦
輸
入
量
は
一
二

O
l
一
四

O
万
ク
ォ

l
タ
ー
を
超
え
た
。
但
し
、
こ
の
量
で
も
大
ブ
リ
テ
ン

の
年
小
麦
消
費
量
の
六
週
間
分
極
度
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
と
こ
ろ
が
、
戦
争
の
激
化
と
と
も
に
穀
物
輸
入
に
は
幾
多
の
障
害

が
生
じ
、
こ
の
結
呆
小
麦
価
格
は
高
い
水
準
を
維
持
し
(
一
八

O
五
|
一
一
年
の
聞
は
年
平
均
で
七

O
l
一
0
0シ
リ
ン
グ
台
〉
、

ハ
4
)

年
に
は
同
じ
く
年
平
均
で
一
二
六
シ
リ
ン
グ
を
記
録
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
園
内
で
は
劣
等
地
の
耕
作
が
お
お
い
に
進
行
し
、
こ
の

た
め
、
戦
争
終
結
に
伴
う
穀
物
輸
入
へ
の
障
害
の
徐
去
が
も
た
ら
す
影
響
が
、
農
業
関
係
者
の
重
大
関
心
事
に
な
り
、
こ
の
こ
と
が
一
五

年
穀
物
法
論
争
の
一
因
を
な
し
て
ゆ
く
。

(

1

)

の
『
-
H
・
ω
-
z
-
n
H
H
己
目
的
O
P
M
J
F
句
同
目
的
門
司
ミ
ミ
一

h
p
ぬ
同
竺
町
-
N
U
M
H
(
U
D
3
F
室、
3
H
U
E
-
円
吋
5
M
Y
H
・

(

2

)

〉
昔
話

ω
H
H
H
X
y
h
お
な
由
記
叫
ミ
出
a
H
D
H
E
弓
ミ
昔
、
町
白
邑

E
8
2
ミ
H
F
崎
司
白
白
N
H
F
ロ
¥
弓
ミ

S
5・
H吋

3
・
。
日
戸
田
岡
0
4
『
邑
口
・
4
0
日
・
了

同也叶白込
-
h
g
H
・
(
大
河
内
一
男
監
訳
『
国
富
論
』
E
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
六
年
、
一
二
九
ペ
ー
ジ
。
)
二
山
町
H
V
5
8
臼
2同
門

F

k

g

p
室町、
H

H

誌
な
豆
町
、
三
車
内

e
r
M
E」「
1
3
N
仇
丘
町
民
向
同
町
巴
ぎ
苦
い
よ
弓
ミ
w
U
寸
ど
割
、
口
、
ど
旬
、
。
芯
仇
円
h
N
U

博
司
時
間
目
白
』
守
」
志
向
円
島
町
植
民
主
円

F
3
5
r
h
4
.円白
F
Eし
『
忌
由
向
島
岡
町
段
、

L
E
s
s
h
w
g
Qミ
ミ
P
N
H
ミ
h
h
u

回
母
子
-
J
H
∞c
m
・
4
D
H
・
ア

H
Y
H
S
・
(
加
藤
一
夫
訳
『
経
済
学
原
理
第
一
一
編
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
O

年
、
二
一
五
i
一
一
一
六
ペ
ー
ジ
。
)

(

3

)

と
り
あ
え
ず
、
ロ
・
。
・
回
目

B
m♂
民

同
U
H
b
ミ
ロ
h
h
p
司同町昌
hahh句
旨

〈

ub
コH
N
白
臣
、
旬
、
さ
さ

H
q
g
l
H白
血

q
w
H
U
ω
c
・
3
H
V
-
H
U
∞
閉
め
付
録
B

・
c

を
み
よ
。



(

4

)

特
に
一
八
O
九
|
一
三
年
の
時
期
に
、
地
主
と
フ
ァ

l
マ
!
と
は
、
地
方
銀
行
の
信
用
膨
張
に
支
え
ら
れ
つ
つ
、
土
地
改
良
・
荒
蕪
地
開
墾
を

お
し
進
め
た
。
毛
利
健
三
「
一
八
一
五
l
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
農
業
不
況
」
〈
『
土
地
制
度
史
学
』
二
四
号
、
一
九
六
四
年
)
を
み
よ
。
ま
た
、
サ
l
・

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
グ
レ
イ
ア
ム
は
、
戦
争
中
に
所
領
拡
大
や
改
良
の
た
め
に
自
己
の
領
地
を
抵
当
に
入
れ
た
地
主
は
全
体
の
十
分
ノ
九
に
も
の
ぼ
る
、

と
述
べ
て
い
る

(ω
町
』
回
日
冊
目
。
円
回
目
5
8・。口
3
S
H
h目
。
ミ
4m再
町
、
~
弘
司

b
s
k
E
b
4
Z
H
q
S向
ト

白

3
弘

O
宅
ミ
3
・
H

∞N
少

M
M

・叶
m
i
叶白〉。

本
節
で
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
ブ
(
一
七
六
二
?
!
一
八
五
一
年
)
の
主
張
を
と
り
あ
げ
る
。
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
主
張
を
一
一
言
口
で
示

せ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
穀
物
輸
出
能
力
は
小
さ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
主
張
は
一
九
世
紀
前
半
の
穀
物
批
判
者

た
ち
の
|
|
彼
ら
が
ジ
ェ
イ
つ
ブ
の
名
を
あ
げ
る
に
せ
よ
、
あ
げ
た
い
に
せ
よ

l
l議
論
の
ひ
と
つ
の
土
台
を
な
し
た
よ
う
に
思
わ
れ

る。
一
0
年
間
の
フ
ァ

l
マ
ー
と
し
て
の
生
活
を
経
た
後
、

一
八
二
一
一
年
に
商
務
省

q
E
∞
g
a
a
p包∞〉
に
入
省
し
た
ジ
エ
イ
コ
ブ

lま

一
八
二
六
年
に
発
表
し
た
『
外
国
穀
物
貿
易
な
ら
び
に
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
業
に
つ
い
て
の
報
告
』
で
一
躍
そ
の
名
を
世
に
知
ら
し

め
と
。
こ
の
『
報
告
』
の
影
響
に
つ
い
て

D
・
G
・バ

i
ン
ズ
は
こ
う
記
し
て
い
る
。
「
〔
一
八
二
六
年
〕
四
月
二

O
日
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ジ
エ
イ
コ
プ
の
『
報
告
』
が
下
院
の
議
員
た
ち
に
配
ら
れ
た
。
こ
の
『
報
告
』
は
す
ば
ら
し
く
興
味
を
ひ
く
文
書
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
後

数
年
間
の
穀
物
法
の
歴
史
上
並
は
ず
れ
た
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
議
会
の
内
外
を
と
わ
ず
こ
の
『
報
告
』

〈

1
)

お
び
た
だ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
。

へ
の
言
及
は

筆
者
が
読
み
え
た
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
著
作
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

θ
P
S
M丘
町
言
及
ロ
号
室
町
宮
守
口
芯
皇
室
否
定
マ
足
早
見
守
主
的
甘
み
均
一

3
.
S
E
E
S
-札口芯
H
F
同
同
ミ

εs-Rミ
.
H
宮
中
九
円
同
応
、

.
9
3

富
岡
H
b
q

可志向
h
N
U
3
h宮
内
円
払
ロ

5
・
F
o
p仏
。

P
H∞
区
・
〔
東
京
大
学
所
蔵
〕

穀
物
法
批
判
の
前
提
ハ
上
〉



穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
〉

一
一一一一

@
勾
辛
口
三

S

S
同
早
足
時
言
、
口
高

R
3
9
3・
s
n
N
S
S同
h
h
3
.
S
N宣
言
ミ
.
H
F
h
H
qロ
ミ
旨
応
、
.
同
H
S
Y
W
H
b
E
o
p
同∞
N0・

〔
慶
応
大
学
所
蔵
〕

@

同

JE円
な
三
宮
内
宮
崎

HDHF同
町
ロ
司
、
お
守
司
む
な
き
円
山
口
口
唱
え

h
h
H
S
~
宮
町
内
ピ
凡
な
h
H
F由
守
町
ロ
ミ

NN旬
、
ロ
ミ
ロ
込
町
立
九
な
ど
」
ロ
ユ
ミ
見
守

(
2
)
 

HF
こ
s

h

s

g
ロ
¥
N
U
Q可
言
言
唱
え
w
F
o
E
o
p
H∞
N∞
・
〔
一
橋
大
学
所
蔵
〕

ま
ず

θ
む
き
に

b
B
S
g
w
H∞
広
か
ら
と
り
あ
げ
る
。
こ
の
著
作
は
、
付
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
中
の
イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
輸
入
量
は
、
そ
れ

が
最
も
大
き
か
っ
た
年
で
も
年
消
費
の
う
ち
の
わ
ず
か
な
部
分
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
同
穀
物
輸
出
国
の
将
来
の
輸
出
能
力
は
大
き
く
は
増

大
し
な
い
だ
ろ
う
こ
と
、
を
述
べ
て
い
る
点
で
そ
の
後
の
彼
の
主
張
の
基
本
を
据
え
た
も
の
と
い
え
る
。
ま
ず
ジ
エ
イ
コ
ブ
は
、
大
ブ
リ

テ
ン
の
人
口
約
一
二
六

O
万
人
ハ
一
八
二
年
〉
か
ら
年
穀
物
消
費
量
(
種
子
分
を
含
む
)
を

小
麦

一
二
四

O
万
ク
ォ

l
タ
l

そ
の
他
の
穀
物
l
i三
七
六

O
万
ク
ォ

l
タ
l

計

五
O
O
O万
ク
オ
ー
ダ
ー

と
推
定
す
る
(
ア

N
3
0

と
こ
ろ
が
最
大
の
穀
物
輸
入
を
記
録
し
た
一
八

O
O、
一
八

O
一
年
に
お
い
て
は
、
平
均
し
て

小
麦

一
三
五
万
ク
ォ
!
タ
l

そ
の
他
の
穀
物

九
三
万
ク
ォ

i
タ
l

の
輸
入
量
で
あ
っ
た
。
と
す
る
と
、
輸
入
量
は

小
麦
に
つ
い
て
は
年
消
費
量
の
|
|
四

O
日
分



そ
の
他
の
穀
物
に
つ
い
て
は
そ
の
|
|
九
日
分

全
体
と
し
て
は
そ
の

一
七
日
分

に
す
ぎ
な
い
(
同
ア
ピ

ω
3
0
つ
ま
り
、
穀
物
全
体
で
は
約
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
小
麦
で
も
約
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
自
給
率
だ
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。

次
い
で
ジ
エ
イ
コ
ブ
は
、
ヲ

i
ロ
ッ
パ
大
陸
諸
国
〈
フ
ラ
ン
ス
、
フ
ラ
ン
グ
l
ス
地
方
、
オ
ラ
ン
ダ
、
北
ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ロ
シ
ア
、

ポ
l
-ア
ン
ド
、
プ
ロ
シ
ャ
〉
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
現
在
の
穀
物
輸
出
能
力
を
分
析
し
、
そ
れ
が
極
め
て
小
さ

い
こ
と
を
指
摘
す
る
♀
・

8
B
m
b
i
l
lジ
エ
イ
コ
プ
が
あ
げ
た
数
字
を
合
計
す
る
と
年
三

O
O万
ク
オ
ー
ダ
ー
程
度
と
な
り
、
年
消
費
の

約
二
二
日
分
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ジ
エ
イ
コ
プ
は
、
外
国
の
穀
物
輸
出
能
力
が
こ
の
よ
う
に
小
さ
い
以
上
そ
も
そ
も
イ
ギ
リ
ス
が

大
量
の
穀
物
を
外
国
に
依
存
す
る
こ
と
は
物
理
的
に
不
可
能
だ
と
結
一
論
し

3
・
2
)、
穀
物
の
完
全
自
給
、
更
に
は
穀
物
輸
出
国
へ
の
復

帰
ー
ー
そ
れ
は
過
去
二

0
年
間
の
平
均
生
産
量
を
一

O
分
ノ
一
増
せ
ば
可
能
だ

3
・H
H
m
〉
|
|
を
図
る
の
で
あ
る
。

@
』
出
向
、
口

1
F

同
∞
訟
も
、

ヲ
l
ロ
ッ
パ
大
陸
の
穀
物
輸
出
能
力
が
む
し
ろ
現
在
で
は
減
、
退
し
つ
つ
あ
る
と
と
1

1
小
麦
に
つ
い
て
は
年

五
六
万
グ
オ
ー
ダ
ー
日
大
プ
リ
テ
ン
の
年
消
費
の
一
四
日
分
と
推
定

3
・

N下一
Ne--、
ま
た
輸
出
能
力
を
増
そ
う
と
す
れ
ば
穀
物
供
給

地
域
が
拡
大
し
そ
の
結
呆
、
穀
物
輸
出
港
ま
で
の
運
賃
が
極
め
て
大
き
く
上
昇
し
、
輸
入
価
格
も
当
然
に
上
昇
す
る
こ
と
(
同
y
u巴
を
指

摘
し
、
以
下
の
よ
う
に
具
体
的
に
結
論
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「
一
ク
ォ

i
タ

i
あ
た
り
一

O
も
し
く
は
一
一
一
シ
リ
ン
グ
の
関
税
が
わ
が
国

で
課
せ
ら
れ
れ
ば
、

門
圏
内
で
の
小
麦
〕
価
格
が
六

O
l六
四
シ
リ
ン
グ
と
仮
定
す
る
場
合
に
は
、

〔
イ
ギ
リ
ス
へ
の
最
大
の
穀
物
輸
出

地
域
で
あ
る
〕
ヴ
ィ
ス
ツ
ラ
川
流
域
で
の
耕
作
拡
大
に
大
き
な
努
力
を
向
け
さ
せ
る
ほ
ど
の
利
益
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
」

門
司

-
H
M
N
t

同
日

ω)
。
つ
ま
り
ジ
エ
イ
コ
プ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
小
麦
価
格
が
六

O
l六
四
シ
リ
ン
グ
な
ら
ば
、

穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
V

一
O
l
一
二
シ
リ
ン
グ
の
関
税
を
課
し

一一一一一



穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
)

一
二
四

て
お
け
ば
イ
ギ
リ
ス
へ
の
小
麦
輸
入
は
現
状
の
ま
ま
極
め
て
小
さ
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
注
目
す
べ
き
は
、
パ
門
ジ
ェ
イ

コ
ブ
の
い
う
一

O

一
二
シ
リ
ン
グ
の
関
税
は
、

一
八
ニ
二
年
に
リ
カ
l
ド
ウ
が
提
案
し
た
関
税
(
は
じ
め
は
コ

0
シ
リ
ン
グ
で
年
一
シ

リ
ン
グ
ず
つ
減
少
し
、
最
終
的
に
は
一

0
シ
リ
ン
グ
)
と
ち
が
い
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
日
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
低
穀
価
の
な
か

で
、
そ
れ
に
対
応
し
つ
つ
進
め
ら
れ
て
い
た
農
業
改
良
の
努
力
は
着
実
に
実
を
結
び
、
小
麦
一
グ
オ
ー
ダ
ー
あ
た
り
六

C
l六
回
シ
リ
ン

グ
と
い
う
水
準
を
極
め
て
容
易
に
達
成
で
き
る
も
の
と
し
た
と
い
う
こ
と
(
例
え
ば
、

一
八
三
五
年
に
は
三
九
シ
リ
ン
グ
を
記
録
し
た
〉

で
あ
る
。

そ
し
て
、
ジ
エ
イ
コ
ブ
は
@
叶
高
司

F
居
留
で
は
、
大
陸
諸
国
の
小
麦
輸
出
能
力
は
二
年
前
の
推
定
よ
り
更
に
減
っ
て
三
六
万
ク
ォ

l

タ
!
日
大
ブ
リ
デ
ン
の
年
消
費
の
九
日
分
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
指
摘
し

2
官
官

PHU・
5
3、
更
に
、
特
に
ロ
シ
ア
の
穀
物
供
給
能
カ
に

つ
い
て
分
析
を
加
え
、
穀
物
輸
出
港
で
あ
る
オ
デ
ッ
サ

(
2
8
g
)
か
ら
の
小
麦
輸
出
の
う
ち
の
圧
倒
的
部
分
は
地
中
海
沿
岸
地
方
へ
輸
出

さ
れ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
輸
出
は
極
め
て
小
さ
い
こ
と
(
年
平
均
五
0
0
0
ク
オ
ー
ダ
ー
マ
そ
し
て
こ
の
傾
向
は
輸
送
航
路
上
の
利
便

か
ら
相
当
の
理
由
を
も
っ
て
続
く
で
あ
ろ
う
こ
と
を
強
調
す
る
(
同

Z
邑
g♂
匂

-
F
立・

ω由
〉
。
そ
う
し
て
ジ
エ
イ
コ
プ
は
、
こ
れ
ま
で

の
穀
物
法
を
め
ぐ
る
論
争
に
お
い
て
、
そ
れ
を
支
持
す
る
側
も
ま
た
批
判
す
る
側
も
共
通
の
誤
っ
た
前
提
を
置
い
て
き
た
こ
と
に
注
意
す

る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
付
大
陸
の
穀
物
供
給
能
力
は
現
状
に
お
い
て
極
め
て
大
き
く
、
更
に
将
来
的
に
も
ほ
と
ん
ど
無
限
に
増
大
し
う

る
こ
と
、
同
大
陸
穀
物
の
輸
入
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
穀
物
価
格
を
破
滅
的
に
引
下
げ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
|
|
こ
う
し
た
前
提
な

の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
前
提
が
誤
っ
て
い
る
以
上
、
ジ
エ
イ
コ
ブ
に
と
っ
て
は
「
わ
れ
わ
れ
は
、
た
と
え
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
完

全
に
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
せ
よ
少
く
と
も
主
要
に
は
、
わ
が
同
自
身
の
〔
穀
物
〕
供
給
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
「
妥
当
で
現
実
的
な
保
護
」
が
必
要
な
の
で
あ
る
(
同
官
官

F-γ
話回
I
Z
N
W

也
∞
〉
。
|
|
そ
し
て
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
場



合
ジ
エ
イ
コ
プ
が
主
張
す
る
保
護
も
、
リ
カ

i
ド
ウ
の
穀
物
法
改
訂
案
と
内
容
的
に
は
同
一
と
い
っ
て
よ
い
。
た
し
か
に
、
ジ
エ
イ
コ
プ

を
穀
物
法
批
判
者
と
呼
ぶ
こ
と
に
は
語
弊
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
場
合
に
は
、
穀
物
法
を
支
持
し
た
と
か
批
判
し
た
と
か

い
う
こ
と
よ
り
も
、
具
体
的
な
穀
物
法
改
定
案
の
中
味
を
こ
そ
重
視
し
た
い
。

こ
こ
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
穀
物
輸
出
能
力
が
極
め
て
小
さ
い
と
い
う
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
主
張
が
、
当
時
の
穀
物
法
論
争
に
与
え
た
影

響
の
一
例
を
示
し
て
お
こ
う
。

一
八
一
三
年
の
農
業
委
員
会
の
議
長
と
し
て
極
め
て
強
固
な
保
護
の
必
要
を
訴
え
、

(
3〉

を
演
じ
た
サ

i
・
へ
ン
リ

i
・パ

i
ネ
ル
は
、

一
五
年
穀
物
法
制
定
に
際
し
て
特
別
重
要
な
役
割

一
八
二
七
年
に
穀
物
の
自
由
貿
易
の
立
場
に
転
換
し
た
。
ぞ
し
て
、
そ
れ
を
促
す
重
要
な

一
因
が
一
八
二
六
年
の
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
『
報
告
』
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
『
一
九
世
紀
の
経
済
年
史
』
の
著
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス

マ
l
ト
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
お
そ
ら
く
は
、
外
国
穀
物
の
生
産
能
力
と
そ
れ
が
わ
が
闘
で
販
売
さ
れ
う
る
価
格
と
に
つ
い

て
の
最
近
得
ら
れ
た
情
報
〔
H
ジ
エ
イ
コ
プ
の
『
報
告
白

が

〔パ

i
ネ
ル
の
〕
見
解
の
変
化
を
も
た
ら
す
う
え
で
最
も
重
要
で
か
つ
最

も
査
然
性
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。

一
八
二
一
一
年
の
委
員
会
の
議
長
で
あ
っ
た
時
に
は
、
パ

l
ネ
ル
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
穀
物
は
無
限
に

生
産
さ
れ
、
ま
た
極
め
て
低
い
価
格
で
わ
が
国
に
お
い
て
販
売
さ
れ
う
る
と
強
く
確
信
し
た
、
そ
の
た
め
保
護
関
税
が
必
要
だ
と
信
じ
た

ア
グ
ジ
カ
ル
チ
ャ
ラ
ル
・
イ

γ
タ

ν
ス
ト

の
で
あ
る
。
だ
が
現
在
で
は
、
農
業
勢
力
は
、
今
提
案
さ
れ
て
い
る
よ
り
一
層
自
由
な
制
度
を
さ
え
何
ら
恐
れ
る
こ
と
は
な

(

4

)

 

ぃ
、
と
パ

i
ネ
ル
は
感
じ
て
い
た
」
。
そ
し
て
こ
の
頃
か
ら
、
パ

l
ネ
ル
は
リ
カ

l
ド
ウ
主
義
の
議
会
に
お
け
る
有
能
な
解
説
者
と
な
っ

(

5

)

(

6

)

 

た
し
、
彼
の
司
財
政
改
革
論
』
〈
ぎ
思
還
さ
白
内
宮
、
。

3
L∞ω
。
)
は
そ
の
後
の
自
由
貿
易
論
者
の
主
張
の
武
器
庫
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

(

1

)

 

(
2〉

ロ
・
。
・
切
回
日
目
的
唱
。
b
-
R
T
H
U
・
H
U
0
・
た
だ
し
、
引
用
は
途
中
一
部
省
略
@

本
書
は
以
下
の
三
つ
の
論
説
か
ら
な
っ
て
い
る
。

穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
〉

一一一五
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の
課
題
で
あ
る
。

ボ
ー
ダ
ー
は
『
国
民
の
進
歩
』
の
新
版
の
序
文
で
、
前
年
(
一
八
四
六
年
〉
の
穀
物
法
の
廃
止
を
大
い
に
喜
こ
ん
だ
後
で
、

一
九
世
紀
に

入
っ
て
か
ら
の
連
合
王
国
の
人
口
の
急
増

|
l
一
八

O
一
年
か
ら
一
八
四
一
年
の
聞
に
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
ー
ー
を
支
え
た
も
の
が

「
土
地
へ
の
資
本
投
下
の
ひ
き
つ
づ
く
増
大
」
に
基
因
す
る
圏
内
穀
物
生
産
の
増
加
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
土
地
へ

の
資
本
投
下
が
外
国
よ
り
も
大
規
模
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
以
上
(
こ
の
場
合
に
は
、
小
麦
生
産
も
小
麦
製
造

F
0
5
8丘町
E
C
S
え

(
3〉

主
HS門
と
い
っ
た
方
が
適
切
で
あ
る
)
、
イ
ギ
リ
ス
農
業
は
十
二
分
に
外
国
と
の
競
争
に
耐
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
守
・

H
4
平
岡
山
岳
。
ポ
ー

タ
ー
は
こ
の
間
の
良
一
汗
の
進
歩
を
以
下
の
よ
う
に
具
体
的
に
描
い
て
い
る
。

大
ブ
リ
テ
ン
の
人
口
一
人
あ
た
り
が
年
一
ク
ォ

l
タ
l
の
小
麦
を
消
費
す
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
外
国
か
ら
の
小
麦
輸
入
量
に
基
づ
い
て

外
国
産
小
麦
で
養
わ
れ
る
人
口
数
を
算
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
ま
た
総
人
口
か
ら
こ
の
数
を
引
い
た
数
が
国
産
小
麦
で
養
わ
れ
る

人
口
を
意
味
す
る
こ
と
に
何
?
こ
こ
で
一
八

O
一
年
か
ら
四
四
年
ま
で
の
期
間
を
五
つ
に
分
け
、
各
期
の
平
均
人
口
、
年
平
均
外
国
小

麦
輸
入
量
一
、
外
国
小
麦
で
養
わ
れ
る
人
口
、
国
産
小
麦
で
養
わ
れ
る
人
口
、
小
麦
の
平
均
価
格
を
表
で
示
せ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

左
の
表
が
示
す
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
外
国
穀
物
に
対
す
る
依
存
度
は
小
さ
く
、
こ
の
間
の
人
口
の
大
増
加
を
支
え
て
き
た
も
の
が
国

産

uyv:
の
生
産
増
加
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
こ
の
間
、
総
人
口
中
の
農
業
人
口
の
割
合
は
一
貫
し
て
低
下
し
て
い
る
し
、
耕
地

面
積
の
増
加
率
は
人
口
増
加
率
よ
り
小
さ
い
。
し
た
が
っ
て
、
農
業
生
産
力
の
上
昇
は
極
め
て
い
ち
じ
る
し
い
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
農
業
生
産
力
の
上
昇
を
刺
激
し
た
も
の
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
低
穀
価
で
あ
り
、
左
の
表
が
示
す
通
り
、
小
麦
の
平
均
価
格
は
着

実
に
低
下
し
て
い
る
(
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
ジ
エ
イ
コ
プ
は
、
国
内
の
小
麦
価
格
が
六

O
l六
四
シ
リ
ン
グ
な
ら
一

O
l
一
一
一
シ
リ
ン

グ
の
関
税
を
課
せ
ば
、
大
陸
小
麦
の
輸
入
増
加
は
生
じ
な
い
と
述
べ
て
い
た
。
左
の
表
が
示
す
よ
う
に
、
す
で
に
二

0
年
代
に
お
い
て
六

穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
〉

一
二
七



穀
物
法
批
判
の
前
提
(
よ
〉

81 s. 6 d. 

11 

3 

9 

84 

58 

57 

55 

間期

一
二
八

。
|
六
四
シ
リ
ン
グ
と
い
う
水
準
は
十
分
に
達
成
さ
れ
て
い
た
)
。

こ
こ
で
い
う
農
業
生
産
力
の
上
昇
を
も
た
ら
し
た
農
業
改
良
と
は
、
排
水
の
普

及
、
肥
料
の
改
善
(
グ
ア
ノ
肥
料
の
使
用
)
、
い
け
垣
や
農
業
用
具
の
改
善
、
改
善
さ

れ
た
輪
作
方
法
、
更
に
は
蒸
気
機
関
の
導
入
を
そ
の
中
味
と
す
る
な
-HSW
日間・

E
P
E
H
i
E
N
W
同
町

ω)
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、

一
八
三

0
年
代
か
ら
本
格
的
に
普
及

し
だ
し
た
ハ
イ
・
フ
ァ

l
ミ
ン
グ
の
進
行
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し

ハ
イ
・
フ
ァ

i
ミ
ン
グ
は
ー
ー
ー
ボ
ー
ダ
ー
が
い
う
よ
う
に
1
1
1
ナ
ポ
レ
オ
ン

(

5

)

 

戦
争
後
の
低
穀
価
へ
の
対
応
の
延
長
上
に
生
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し

て、か
も
ボ
ー
ダ
ー
に
よ
れ
ば
、
農
業
改
良
の
普
及
は
ま
だ
そ
の
余
地
を
多
く
残
し
て

い
る
か
ら
、
外
国
穀
物
依
存
度
が
大
き
く
増
加
す
る
こ
と
は
遠
い
先
の
可
能
性
に

す
ぎ
な
い

(
]
Y
5
8
0
そ
も
そ
も
ボ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
は
、

「
す
べ
て
の
固
に
お

い
て
、
国
の
農
業
状
態
は
最
重
要
の
問
題
」
な
の
で
あ
り
、

「
人
口
が
大
き
く
ま

た
急
速
に
増
加
す
る
国
は
、
必
ず
食
糧
生
産
の
同
様
の
増
大
を
な
す
に
ち
が
い
な

(
6
)
 

い
」
の
で
あ
っ
た
(
?
ロ
3
0

以
上
の
ボ
ー
ダ
ー
の
議
論
に
お
い
て
は
、
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
よ
う
に
外
国
の
穀
物

輸
出
能
力
が
小
さ
い
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
園
内
に
お
け
る

農
業
改
良
の
前
進
の
結
果
、
穀
物
法
を
廃
止
し
て
も
国
産
穀
物
は
外
国
産
穀
物
と



十
二
分
に
競
争
し
う
る
と
い
う
点
に
強
調
が
お
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ボ
ー
ダ
ー
の
強
調
点
は
決
し
て
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
強
調
点
と

対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
け
る
農
業
改
良
の
前
進
を
強
調
す
る
立
場
に
対
し
て
は
、
穀
物
法
が
存
在

し
て
安
価
な
外
国
穀
物
の
大
量
の
流
入
を
防
い
で
き
た
か
ら
こ
そ
農
業
改
良
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
自
給
率

も
高
く
維
持
で
き
た
の
だ
と
い
う
反
論
が
相
当
の
理
由
を
も
っ
て
成
立
し
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
農
業
改
良
へ
の
強
調
を
も
っ
て
穀
物
法

蕗
止
が
イ
ギ
リ
ス
農
業
に
打
撃
を
与
え
ろ
こ
と
は
な
い
と
す
る
立
場
は
、
外
国
穀
物
の
輸
出
能
力
は
小
さ
い
か
ら
穀
物
法
蕗
止
が
イ
ギ
リ

ス
農
業
に
打
撃
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
立
場
と
相
補
完
の
関
係
に
あ
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
他
の
穀
物
法
批
判
者
の
主
張

を
み
る
な
ら
ば
、
ジ
エ
イ
コ
ブ
と
ポ

l
タ
ー
と
の
各
々
の
強
調
点
が
何
ら
か
の
形
で
穀
物
法
批
判
の
前
提
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

(
1
)
H
L
H
n
u『
切
H
O
毛
♂
口
、
・

3
Hよ
匂

-
H叶

ω
・
筆
者
は
残
念
な
が
ら
こ
の
著
作
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
@

(

2

)

そ
の
フ
ル
タ
イ
ト
ル
は
以
下
o
U
3
E
H
V
3
hミ
白
色
、
急
白
弓
白
H
S
P
刊
誌
札
目
的
せ
晶
、
な
民
同
句
色
町
宮
内
向
ミ
阿
川
町
口
昌
言
及
円
白
白
河
町
目
白
同
比
D
5・・、
.3幸
町
F
由

N
u
t
s宮
崎
久
志
向
出
ミ
同
時
間
a
H
F
P
3刊
誌
ミ
・
目

5
4
4
E
x
-
o
p
Z
E
C
P
g
h・

(

3

)

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
リ
ス
ト
は
『
農
地
制
度
論
』
(
一
八
四
二
年
〉
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
土
地
所
有
に
基
づ
い
た
農
業
を
「
工
場
的
に

拡
大
さ
れ
た
農
業
」
と
呼
ん
で
い
る
(
小
林
昇
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
四
年
、
三
八
ペ
ー
ジ
)
。

(

4

)

当
時
は
作
付
面
積
、
総
生
産
高
の
全
国
的
統
計
ほ
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
の
整
備
は
一
八
六
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
(
椎
名
重
明
『
イ
ギ
リ
ス

産
業
革
命
期
の
農
業
構
造
』
御
茶
の
水
害
一
房
、
一
九
六
二
年
、
序
論
)
。
ボ
ー
ダ
ー
が
商
務
省
内
の
統
計
局
の
初
代
の
長
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に

述
べ
た
が
、
同
時
に
彼
は
一
八
三
四
年
に
設
立
さ
れ
た
統
計
学
会
の
重
要
人
物
で
も
あ
っ
た
〈
杉
原
因
郎
『
イ
ギ
リ
ス
経
済
思
想
史
』
未
来
社
、
一

九
七
三
年
、
第
一
部
第
四
章
Y

(
5
〉
毛
利
健
コ
一
「
産
業
資
本
確
立
期
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
穀
作
農
業
の
発
展
」
(
川
島
・
松
田
編
『
国
民
経
済
の
諸
類
型
』
岩
波
書
庄
、
一
九
六
八

年
、
所
収
〉
。

(

6

)

し
か
も
ポ
l
タ
i
は
、
将
来
的
に
も
、
函
内
人
口
の
大
き
な
増
加
は
そ
れ
に
み
あ
う
国
産
穀
物
の
増
加
な
し
に
は
i
l避
に
い
う
と
、
外
函
穀

穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
〉

一
二
九



穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
)

ご
ニ

O

物
の
輸
入
を
も
っ
て
す
る
の
で
は
|
|
不
可
能
だ
と
考
え
た
。
次
の
ニ
コ
ル
ソ
ン
の
一
言
葉
を
み
よ
。
「
穀
物
法
廃
止
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
年
に
〔
『
国

民
の
進
歩
』
を
〕
書
き
な
が
ら
も
、
ポ

i
タ
l
は
、
国
内
〔
穀
物
〕
生
産
の
対
応
す
る
増
加
が
な
く
と
も
イ
ギ
リ
ス
の
人
口
が
そ
れ
ま
で
と
同
じ
率

で
増
加
し
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
、
予
想
し
な
か
っ
た
」

Q
・
ω・
ZFnFc-gp
。、・江戸
u
M
V
-
h
p

由〉。

(

7

)

例
え
ば
、

ωロ
g
D
吋
回
目
ロ
♂
叶
，
F
O
Z
5
2
8
2
H
H
aの
g
E
H吋
の
口
吋
ロ
円
目
当

5
8ロ
曲
目
白
叩
円
見
福
岡
町
富
白
書
た
同
ミ
ミ
H
N
N
S
一な問、
u
N

ロ仏師叩吋・・
40--

H
F
ロ0
・∞

wsa聞
は
、
一
八
一
二

0
年
代
中
葉
ま
で
は

l
iジ
エ
イ
コ
プ
の
主
張
と
は
ち
が
っ
て
|
|
大
陸
に
お
け
る
穀
物
輸
出
能
力
は
大
き
か
っ

た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
穀
物
法
は
大
量
の
穀
物
輸
入
を
防
ぐ
役
割
を
実
際
に
果
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
。

四

穀
物
法
廃
止
後
の
穀
物
価
格
と
穀
物
輸
入
量
|
|
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
ト

l
マ
ス
・
ト
ゥ
ッ
グ
|
l
i

一
八
四
六
年
に
穀
物
法
は
毘
止
さ
れ
た
が
、
穀
物
法
廃
止
後
の
穀
物
価
格
と
穀
物
輸
入
量
と
に
つ
い
て
具
体
的
に
推
定
し
た
人
物
が
穀

物
法
批
判
者
の
な
か
に
存
在
し
た
。
本
節
は
、
そ
う
い
う
人
物
と
し
て
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
ト
!
?
ス
・
ト
ゥ
ッ
タ
と
を
と
り

あ
げ
る
。
だ
が
そ
の
前
に
、
実
際
ト
い
は
穀
物
法
廃
止
後
に
J

穀
物
価
格
と
穀
物
輸
入
量
と
が
ど
う
な
っ
た
の
か
を
み
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

穀
物
(
特
に
小
麦
)
価
格
に
つ
い
て
。
ー
ー
す
で
に
前
節
の
ポ
!
タ

l
の
表
で
み
た
よ
う
に
、

一
八
二

0
年
代
か
ら
は
小
麦
価
格
は

ク
オ
ー
ダ
ー
五

0
シ
リ
ン
グ
台
に
低
下
し
て
い
た
が
、
各
一

O
年
ご
と
の
平
均
を
と
っ
て
み
る
と
一
八
七

0
年
代
ま
で
五

0
シ
リ
ン
グ
台

(
1〉

一
八
四
六
年
の
穀
物
法
廃
止
は
直
接
に
は
小
麦
価
格
を
大
き
く
は
引
下
げ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ポ
-

に
と
ど
ま
り
て
い
た
。

つ
ま
り
、

タ
!
の
表
に
つ
づ
け
て
各
一

O
年
ご
と
の
平
均
価
格
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
(
但
し
、
四
0
年
代
は
穀
物
法
廃
止
前
と
後
と
に
分
け
た
〉
。

そ
し
て
小
麦
価
格
の
急
落
は
一
八
八

0
年
代
(
正
し
く
は
七

0
年
代
後
半
)
の
大
不
況
下
に
生
じ
た
の
で
あ
り
、
こ
と
で
イ
ギ
リ
ス
農
業

(
2
〉

ハ

3
U

は
決
定
的
打
撃
を
こ
う
む
っ
た
。
そ
の
国
内
的
原
因
と
し
て
は
イ
ギ
リ
ス
農
業
の
穀
作
へ
の
依
存
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。



期 間 i平均価格

別ー10年 I81s . 6 d 

m-20 I 84 11 

竺ヨ竺j
(R. E. Prothero， Eng-

lish Faγming Past and 

Pl噌sent，reissued 1972， 

p.441より作成。〉

10 

8 

9 

9 

3 

54 

54 

35 

28 

51 

1841-45 

1846-50 

1851-60 

1881-90 

し
か
し
な
が
ら
五

O

六

0
年
代
に
お
い
て
は
、
小
麦
価

格
の
比
較
的
高
水
準
と
家
畜
価
格
の
上
昇
傾
向
と
を
基
礎

に
し
て
、
穀
物
と
家
畜
と
の
混
合
農
業
の
内
部
に
お
い
て

徐
々
に
力
点
&
家
畜
に
移
し
つ
つ
も
、
イ
ギ
リ
ス
農
業
は

「
黄
金
時
代
」
を
迎
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ォ

I
ス
ト

格
引
上
げ
、
商
工
業
の
拡
大
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
・
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
に
よ
る
穀
物
輸
出
の
停
滞
は
す
べ
て
、
イ
ギ
リ
ス
農
業
に
好
都
合

ラ
リ
ア
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
の
金
鉱
の
発
見
に
よ
る
価

な
条
件
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
に
は
「
穀
物
輸
入
は
・

(
4
)
 

完
し
た
」
の
で
あ
っ
た
。

国
内
で
の
穀
物
供
給
に
取
っ
て
代
わ
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
を
補

穀
物
輸
入
量
一
に
つ
い
て
。
ー
ー
す
で
に
み
た
ボ
ー
ダ
ー
の
表
に
よ
れ
ば
、
小
麦
の
年
平
均
輸
入
量
は
一
八
三

0
年
代
ま
で
は
一

O
O万

ク
オ
ー
ダ
ー
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
悶

0
年
代
に
入
っ
て
そ
れ
は
急
増
し
て
お
り
、
四

0
年
代
前
半
は
二

O
O万
ク
ォ

l
タ

ー
を
少
し
下
廻
る
水
準
で
あ
っ
た
が
、
後
半
に
は
一
挙
に
四

O
C万
ク
ォ

i
タ
l
を
超
え
、
五

Q
年
代
に
は
主

O
C万
グ
ォ

i
タ
ー
を
上

廻
り
、
六

0
年
代
に
は
八
五

O
万
ク
ォ

l
タ
i
に
達
し
た
。
そ
し
て
七

0
年
代
は
じ
め
に
は
一
二

O
O万
ク
ォ

l
タ
ー
を
超
え
、
つ
い
に

輸
入
量
が
圏
内
生
産
量
を
上
廻
り
は
じ
め
、
以
後
、
こ
の
傾
向
は
拡
大
し
つ
つ
続
い
て
ゆ
く
。
他
方
、
国
内
生
産
高
は
穀
物
法
廃
止
後
も

六
四
年
ま
で
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
増
分
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
く
、
そ
し
て
七

0
年
代
は
じ
め
か
ら
減
少
傾
向
を
み
せ
は

(
5〉

じ
め
る
。
し
た
が
っ
て
穀
物
自
給
率
は
、
ポ

l
タ
ー
が
示
し
た
一
八
四

0
年
代
は
じ
め
の
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
貫
し
て
低
下
し
、
五

穀
物
法
批
判
の
前
提
ハ
上
)

0
年
代
は
じ
め
に
は
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
少
し
上
廻
る
程
度
と
な
り
、
そ
し
て
七

0
年
代
は
じ
め
に
は
つ
い
に
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
剖
る

一一
一



穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
)

ハ
6
)

に
到
っ
た
。

一一一一一一

つ
ま
り
、
穀
物
法
廃
止
後
は
園
内
小
麦
生
産
量
は
基
本
的
に
は
微
増
も
し
く
は
停
滞
傾
向
を
示
し
、
総
小
麦
消
費
量
の
増
加
分

l
l
一

人
六

0
年
代
の
総
小
麦
消
費
量
は
二

0
年
代
の
そ
れ
の
約
二
倍
に
な
っ
て
い
る
|
|
自
の
多
く
が
外
国
小
麦
の
輸
入
増
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ

れ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
七

0
年
代
後
半
以
降
の
大
不
況
下
で
は
こ
の
傾
向
す
ら
維
持
で
き
や
す
、
圏
内
小
麦
坐
産
量
の
絶
対
的
減
少
が

続
く
の
で
あ
る
。

(

1

)

「
自
由
貿
易
の
主
な
効
果
は
、
ブ
リ
テ
ン
の
〔
小
麦
〕
価
格
を
押
下
げ
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
世
界
の
価
格
を
ブ
リ
テ
ン
の
水
準
に
引
上
げ
た
こ

と
で
あ
っ
た
」
(
戸
営
・
戸
・
凶
，
H
H
D
B古
田

D

P

同豆町史的
M
V
H
h
H
a
h
目立
M
U
R
芝
、
刊
誌
S
h
5
a
h
H
同
町
ミ
訟
の
室
内
Hh

ミ
w

沼田
ω
w

匂
・
立
回
)
@

(
2
〉
「
ハ
イ
・
フ

7
1
ミ
ン
グ
は
、
イ
ギ
リ
ス
農
業
が
|
|
一
八
四
六
年
〔
の
穀
物
法
廃
止
時
〕
に
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
|
|
門
外

国
か
ら
の
〕
競
争
の
十
全
な
力
に
さ
ら
さ
れ
た
時
に
は
、
保
護
に
対
す
る
代
替
物
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」

Q
-
り
・
の
伊
mHHHH
げ
角
的
待
。
・
肘
・

玄
宮
岡
田
M
J
U
1
E
h
h・
司
、
九
円
宮
町
内
定
、
白
白
河

sbNミ叫
S

H

q

h

。iH白
白
q
・
H
由

g

w

町
-

H

∞H
〉。

(

3

)

そ
の
国
際
的
原
因
に
つ
い
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
大
洋
を
横
断
す
る
汽
船
や
南
北
ア
メ
リ
力
の
鉄
道
は
、
ま
っ
た
く
独
特
な

諸
地
帯
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
穀
物
市
場
で
競
争
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
一
方
に
は
北
ア
メ
リ
カ
の
プ
レ
!
リ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
パ
ン
パ
ス
、
自
然
そ

の
も
の
に
よ
っ
て
開
墾
さ
れ
た
大
草
原
が
あ
り
、
何
年
に
も
わ
た
っ
て
幼
権
な
耕
作
で
肥
料
な
し
で
も
豊
か
な
収
穫
を
与
え
た
処
女
地
が
あ
っ
た
@

ま
た
、
ロ
シ
ア
や
イ
ン
ド
の
共
産
的
共
同
体
の
土
地
が
あ
っ
た
。
〔
こ
れ
ら
の
共
同
体
は
、
国
家
に
支
払
う
租
税
用
の
貨
幣
を
得
る
た
め
に
、
生
産

費
に
お
か
ま
い
な
し
に
低
い
価
格
で
穀
物
を
売
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
〕
:
;
:
そ
し
て
、
と
の
競
争
に
た
い
し
て
は
|
|
処
女
地
的
大
草
原
地
の
競

争
に
た
い
し
て
も
租
税
の
締
め
木
に
か
か
っ
て
倒
れ
か
か
っ
て
い
る
ロ
シ
ア
や
イ
ン
ド
の
農
民
の
競
争
に
た
い
し
て
も

l
lヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
借
地
農

業
者
や
農
民
は
昔
か
ら
の
地
代
の
下
で
は
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
土
地
の
一
部
分
は
穀
物
耕
作
で
ほ
決
定
的
に
競
争

圏
外
に
脱
落
し
、
地
代
は
ど
こ
で
も
下
が
り
、
:
:
:
価
格
が
下
が
り
追
加
投
資
の
生
産
性
が
下
が
る
と
い
う
場
合
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
常
例
と
な

り
、
こ
う
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
イ
タ
リ
ア
ま
で
の
、
ま
た
南
フ
ラ
ン
ス
か
ら
東
プ
ロ
イ
セ
ン
ま
で
の
、
地
主
の
悲
嘆
と
は
な
っ
た
の
で
あ

る
」
ハ
『
資
本
論
』
大
月
書
底
版
、
第
五
分
冊
九
二
三
了
ー
九
三
四
ペ
ー
ジ
)
。

(
4〉
H
N
・切・
M
l
H
O
H
H
H
R
G
W
E
M
V

円
た
よ
蕊
u

・
ω
叶

()iω

コ・



ま
た
マ
ル
ク
ス
の
次
の
記
述
を
み
よ
。
「
穀
物
法
の
廃
止
は
イ
ギ
リ
ス
の
農
業
に
異
常
な
衝
撃
を
与
え
た
。
非
常
に
大
規
模
な
排
水
、
畜
舎
内
飼

育
や
人
工
飼
料
植
物
栽
培
の
新
方
法
、
機
械
的
な
施
肥
装
置
の
採
用
、
粘
土
地
の
新
処
理
法
、
鉱
物
性
肥
料
使
用
の
増
加
、
蒸
気
機
関
や
各
種
の
新

作
業
機
な
ど
の
使
用
、
い
っ
そ
う
集
約
的
な
耕
作
一
般
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
こ
の
時
代
を
特
徴
づ
け
て
い
る
@
:
:
:
〔
一
方
で
は
相
対
的
な
経
営
費

が
減
少
さ
れ
〕
:
:
:
他
方
で
は
実
質
的
な
土
地
収
益
が
急
速
に
高
め
ら
れ
た
。
一
エ
ー
カ
ー
当
た
り
投
資
額
の
増
加
、
し
た
が
っ
て
ま
た
借
地
の
集

中
の
促
進
が
、
新
た
な
方
法
の
根
本
的
条
件
だ
っ
た
。
同
時
に
、
耕
作
面
積
は
一
八
四
六
年
か
ら
一
八
五
六
年
ま
で
に
四
六
四
、
一
一
九
エ
ー
カ
ー

拡
張
さ
れ
た
。
:
:
:
同
時
に
農
業
従
事
者
の
総
数
が
減
少
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
人
々
が
知
っ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
:
・
:
〔
こ
の
傾
向

は
最
近
で
は
特
に
顕
著
で
あ
る
〕
:
:
:
す
な
わ
ち
、
こ
の
最
近
の
時
期
に
は
、
農
村
労
働
者
人
口
の
積
極
的
減
少
が
、
耕
地
面
積
の
拡
張
、
い
っ
そ

う
集
約
的
な
耕
作
、
土
地
に
合
体
さ
れ
た
資
本
と
土
地
耕
作
に
投
ぜ
ら
れ
た
資
本
と
の
未
曽
有
の
蓄
積
、
イ
ギ
リ
ス
農
業
史
上
に
比
類
の
な
い
土
地

生
産
物
の
増
加
、
土
地
所
有
者
の
地
代
収
入
の
増
大
、
資
本
家
的
借
地
農
業
者
の
富
の
膨
張
と
、
手
を
携
え
て
進
ん
だ
の
で
あ
る
」
(
『
資
本
論
』
前

掲
、
第
二
分
冊
八
八
三
|
八
八
四
ペ
ー
ジ
)
@

(
5
)
ω
5
B
E
E
F
-
o
の
D
E
E
d
g
田
口
仏
国
ユ
昨
日
田

F
4
5
8仲
間

d
a
z
n
t
o
p
H∞
回
申
l

苫
u

同
町
ロ
・
出
向
町

-
N
U
t
-
-
M
E
m
R
4
4
0
H・
MM・
E
-

Y
H
u
g
-

〉
苫

g
a
w
寸
回
忌
冊
目
・
椎
名
重
明
『
近
代
的
土
地
所
有
』
東
大
出
版
会
、
一
九
七
三
年
、
一
四
九
、
一
七
五
ペ
ー
ジ
@

(

6

)

国
産
穀
物
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
人
口
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
一
九

O
六
年
の
同

3
0
3
0同
答

申

〉

開

門

戸

nz-zs-

。og
g
p件
。
白
色

HFO
寸
中

片
山
同
向
。

O
B
B
U
gロ
の
次
の
表
を
み
よ
。

国産穀物維に

時 期 よって持
される人口
の割合

間 -35年| 96 % 

1836-40 90 

1841-45 89.55 

1846-50 78.45 

1851-55 74.4 

1856-60 71. 9 

1861-65 59.4 

1866-70 58.4 

1871-75 48.0 

1876-80 37.2 

1881-85 26.4 

1886-90 29.0 

1891-95 15.2 

19.1 

〈出所:J. s. Mill， Principles 
o{ Political Economy， ed. by 

w. J. Ashley， 1923， Appendix 
BB.) 
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穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
V

一
三
四

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
の
創
刊
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
(
一
八
O
五
|
一
八
六
O
年
〉
は
、
穀
物
法
を
批
判
し
自
由

貿
易
の
原
則
を
強
く
提
唱
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
娘
婿
に
あ
た
る
ウ
ォ
ル
タ
l
・
バ
ジ
ヨ
ッ
ト
(
巧
但
冨
吋
切
血
管
官
。
は
、

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
主
張
が
抽
象
に
走
ら
ず
、
事
実
を
も
っ
て
語
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
、

プ
ラ
タ
テ
イ
カ
ル
・
マ

y

(

1

〉

は
、
い
か
に
も
実
務
家
に
ふ
さ
わ
し
い
や
り
方
で
経
済
学
を
論
じ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
シ
は
前
節
で
抜
か
っ
た

G
-
R

「
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏

-
ボ

l
タ
!
と
永
い
つ
き
あ
い
を
も
っ
て
い
た
が
、
彼
の
事
実
を
も
っ
て
語
る
と
い
う
方
法
は
リ
チ
ャ

l
ド
・
コ
ブ
デ
ン
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。

本
節
で
は
ま
ず
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
最
初
の
著
作
で
あ
る

L

「唱団、宮
S
H町
内
的
巴
¥
志
向
。
ロ
ミ
H

ト
h
H
S句
w
h
H
M
A
q
.
R
R
3
h
h
H
N
N
C
N
Qロ
問
的
ロ
H
.
H
F
m
w

む
さ
3
H
S
三
宮
hH3
弘
、
ミ
R
S
N
Q
之
、
忠
由

h
Q
ミ
ミ
」
1
3
同町高

5
・
F
o
E
o
p
H
∞ω
U
〔
立
教
大
学
所
蔵
〕
に
従
っ
て
、
彼
の
所
説
を
み
て
ゆ
き

』}、。
-
1
L
 

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
穀
物
法
を
批
判
す
る
側
も
ま
た
そ
れ
を
支
持
す
る
側
も
共
に
、
穀
物
法
の
実
際
の
影
響
を
過
大
に
評

価
し
て
き
た
と
い
う
認
識
か
ら
出
発
す
る
。
す
な
わ
ち
、
穀
物
法
を
批
判
す
る
工
業
者
は
、
穀
物
法
を
廃
止
す
れ
ば
穀
物
価
格
は
現
行
の

半
分
に
な
り
、
ま
た
そ
の
結
果
賃
金
も
半
分
に
な
り
、
そ
し
て
工
業
品
価
格
は
低
下
し
、
そ
の
輸
出
は
急
増
す
る
と
想
定
し
て
い
る
、
他

方
穀
物
法
を
支
持
す
る
地
主
は
、
穀
物
法
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
穀
物
自
給
率
が
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
割
る
か
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
両
者
の
考
え
に
は
何
の
根
拠
も
な
い
の
で
あ
り
、

「
穀
物
法
の
作
用
に
つ
い
て
の
統
計
と
歴
史
的
事
実
」
と
の
研
究
が
こ

の
こ
と
を
十
分
理
解
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
(
?
7
3
0

穀
物
法
は
、
高
い
水
準
の
穀
物
価
格
が
維
持
さ
れ
る
と
い
う
幻
想
を
ふ
り
ま
く
こ
と
に
よ
っ
て
耕
作
拡
大
を
過
度
に
奨
励
し
、
そ
の
結

果
豊
作
の
場
合
に
は
穀
物
価
格
の
大
下
落
を
も
た
ら
す
。
他
方
、
不
作
で
穀
物
価
格
が
上
昇
す
る
場
合
に
は
、
穀
物
法
の
た
め
に
そ
れ
ま



で
輸
出
を
と
め
ら
れ
て
蓄
積
さ
れ
て
い
た
外
国
穀
物
が
輸
入
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
低
穀
価
に
よ
る
損
失
は
ほ
と
ん
ど
全
て
国
産
穀
物
が

引
き
う
け
る
の
に
対
し
、
穀
価
上
昇
の
利
益
に
国
産
穀
物
が
与
る
程
度
は
限
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
農
業
イ
ン
タ
レ
ス
ト
は
現
行

穀
物
法
か
ら
何
の
利
益
も
引
き
だ
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
大
き
な
損
害
を
こ
う
む
っ
て
い
る
」
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い

e・
g
-
g
L
S
Q

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
業
イ
ン
タ
レ
ス
ト
が
穀
物
法
に
執
着
す
る
の
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
穀
物
法
の
実
際
の
影
響
を
過
大
に
評
価
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
プ
が
大
陸
の
穀
物
輸
出
国
と
し
て
重
視
し
た
の
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
含
む
プ
ロ
シ
ャ
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
、
当
地
で
の
小
麦
価
格
と
そ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
に
も
た
、
り
さ
れ
る
諸
費
用
と
を
「
プ
ロ
シ
ャ
{
日
報
」
に
基
づ
い
て
次
の
よ

う
に
算
定
し
て
い
る
。

プ
ロ
シ
ャ
で
の
小
麦
価
格
(
一
八
二
ハ
|
三
七
年
の
平
均
)
1
1二
八
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス

輸
出
港
で
あ
る
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
ま
で
の
運
送
費

i
i六
シ
リ
ン
グ

ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
ま
で
の
運
送
費
そ
の
他
|
|
a
一
八
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス

ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
と
ロ
ン
ド
ン
と
の
商
人
の
利
益
|
|
二
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス

計
ー

i
五
五
シ
リ
ン
グ

と
こ
ろ
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
小
麦
の
価
格
は
一
八
二
九
|
三
五
年
の
平
均
を
と
れ
ば
五
二
シ
リ
ン
グ
二
ペ
ン
ス
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
プ

ロ
シ
ャ
産
小
麦
の
品
質
が
イ
ギ
リ
ス
産
の
そ
れ
よ
り
も
劣
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、

「
大
陸
に
お
け
る
最
も
豊

か
で
最
も
安
価
で
最
も
広
い
小
麦
生
産
国
か
ら
の
小
麦
輸
入
の
費
用
は
、
平
年
に
は
、
最
も
厳
格
な
〔
輸
入
〕
禁
止
法
の
下
で
の
わ
が
国

の
実
際
の
平
均
価
格
よ
り
も
一
ク
ォ

i
タ
l
に
つ
き
少
く
と
も
二
シ
リ
ン
グ
一

O
ペ
ツ
ス
高
い
で
あ
ろ
う
」

(
?
g
ロ)。

し
か
も
1
1
i

穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
〉

五



穀
物
法
批
判
の
前
提
ハ
上
)

一
一
二
六

ジ
エ
イ
コ
ブ
の
『
報
告
』
が
示
し
た
よ
う
に
|
|
大
陸
の
小
麦
輸
出
能
力
は
小
さ
い
の
で
あ
り
、
そ
の
全
て
が
イ
ギ
リ
ス
に
輸
出
さ
れ
る

と
仮
定
し
て
も
年
七

O
万
ク
ォ

i
タ
l
以
下
に
し
か
な
ら
ず
、
そ
れ
は
大
プ
リ
テ
ン
の
年
消
費
の
二
週
間
分
(
四
パ
ー
セ
ン
ト
)
程
度
で

あ
る
し
、
穀
物
法
廃
止
に
よ
る
国
内
価
格
の
安
定
は
大
陸
の
小
麦
剰
余
を
必
然
的
に
減
少
さ
せ
る
で
あ
ろ
う

(
?
g
l
z
y

更
に
、
穀
物
生
産
費
は
「
農
業
改
良
と
機
械
導
入
に
よ
る
労
働
の
節
約
」
と
に
よ
っ
て
近
年
大
き
く
下
落
し
て
い
る
が
、
穀
物
法
廃
止

に
よ
る
改
良
へ
の
一
層
の
刺
激
は
コ
ス
ト
引
下
げ
と
生
産
拡
大
と
を
両
立
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

「
将
来
に
お
け
る
引
杭
く
諸

改
良
と
機
械
の
使
用
と
は
わ
が
国
の
〔
穀
物
〕
消
費
の
増
大
の
速
度
を
上
廻
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
て
コ
ス
ト
を
引
下
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
わ
が
国
内
の
競
争
だ
け
で
全
て
の
商
品
の
一
般
的
価
格
を
引
下
げ
る
で
あ
ろ
う
」
。
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
ァ

l
マ
l
は
、
什
化
学

-
機
械
上
の
技
術
、
同
大
量
の
資
本
装
備
、
同
土
壌
、
気
候
の
良
さ
の
点
で
む
し
ろ
他
国
を
上
廻
わ
る
利
点
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る

e・
g
-
g・
傍
点
は
服
部
〉
。
こ
う
し
て
み
る
と
「
他
の
ど
ん
な
国
と
比
べ
て
み
て
も
、
大
ブ
リ
テ
ン
は
工
業
が
穀
物
生
産
を
広
範
に
ま
た

著
し
く
上
廻
っ
て
い
る
よ
う
な
国
で
は
な
い
」
し
守
-
S
)、
穀
物
法
廃
止
後
も
そ
う
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン

は
、
穀
物
法
魔
止
の
方
法
に
つ
い
て
、
小
麦
に
つ
い
て
い
え
ば
、

一
ク
オ
ー
ダ
ー
に
つ
き
一

0
シ
リ
ン
グ
の
関
税
か
ら
出
発
し
て
そ
れ
を

年
一
シ
リ
ン
グ
ず
つ
引
下
げ
て
五
シ
リ
ン
グ
ま
で
下
げ
、
そ
し
て
こ
の
五
シ
リ
ン
グ
の
関
税
を
三
年
間
続
け
た
後
で
関
税
を
ゼ
ロ
に
す
る

と
い
う
提
案
を
な
し
て
い
る
守
・
ロ
守
口

ε。

右
に
紹
介
し
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
議
論
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

H
穀
物
法
魔
止
は
小
麦
価
格
を
現
行
の
五
二
シ
リ
ン
グ
二
ペ
ン
ス
よ
り

も
引
下
げ
る
が
、
こ
の
価
格
下
落
は
外
国
か
ら
の
輸
入
の
せ
い
で
は
な
く
て
、
国
内
で
の
農
業
改
良
の
進
行
の
結
果
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
口
穀
物
法
廃
止
は
大
陸
で
の
小
麦
剰
余
を
現
行
の
七

O
万
ク
オ
ー
ダ
ー
よ
り
も
減
ら
し
、
こ
の
た
め
小
麦
輸
入
量
も
そ
れ
を
超
え
な

い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
が
在
日
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
小
麦
輸
入
量
に
つ
い
て
の
想
定
は
、
す
で
に
示
し
た
よ
う
に
、

一
八
四

0
年
代
か



ら
す
ぐ
に
そ
の
誤
り
が
明
ら
か
じ
な
る
が
、
小
麦
価
格
の
想
定
は
少
く
と
も
七

0
年
代
に
至
る
ま
で
正
し
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
う
し
て
、
穀
物
法
廃
止
後
の
小
麦
価
格
が
安
価
な
外
国
小
麦
の
流
入
に
よ
っ
て
引
下
げ
ら
れ
る
と
は
考
え
な
い
、
こ
う
し
た
ウ
ィ
ル

ソ
ン
の
想
定
は
、
穀
物
法
批
判
者
の
な
か
で
も
彼
一
人
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
一
一
一

0
年
間
も
議
会
の
急
進
派
の
指
導
者
と
し

て
活
躍
し
、
穀
物
法
を
批
判
し
つ
づ
け
た
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ヒ
ュ

l
ム
竺
七
七
七
|
一
八
五
五
年
)

の
所
説
を
一
八
三
コ
一
年
五
日
刀
七
日
の
議

会
演
説
に
従
っ
て
簡
単
に
示
せ
ば
こ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ヒ
ュ

l
ム
に
よ
れ
ば
、
現
在
で
は
イ
ギ
リ
ス
は
本
質
的
に
は
「
工
業
国
」

で
あ
り
、
農
業
の
繁
栄
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
工
業
の
繁
栄
に
依
存
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
穀
物
の
自
由
貿
易
は
工
業
の
繁
栄
に
役
立
つ
は
ず

で
あ
る
か
ら
1

1
穀
物
法
の
廃
止
の
結
果
穀
価
が
下
落
し
な
け
れ
ば
|
|
農
業
の
繁
栄
に
も
資
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
過
去
の
経
験
か

ら
判
断
す
れ
ば
、

「
穀
物
の
規
則
的
な
自
由
貿
易
が
大
ブ
リ
テ
ン
に
も
た
ら
す
利
益
は
、
わ
が
国
の
価
格
を
大
陸
の
水
準
に
引
下
げ
る
こ

と
に
よ
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
わ
が
国
の
価
格
水
準
に
世
界
中
の
他
の
〔
国
々
の
価
格
〕
ま
引
上
げ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
論

(
3〉

ず
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、

一
λ
二
五
年
の
い
わ
ゆ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ス
キ
ソ
ン
の
関
税
改
革
の
際
に
関
税
法
の
整
備
の
点
で
重
大
た
役
割
を
果
し
、
三

四
年
に
は
経
済
学
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
選
ば
れ
た
自
由
貿
易
論
者
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
デ
ィ

l
コ
ン
・
ヒ
ュ

1
ム

(
一
七
七
四
l
一
八
四
二
年
)

も

一
八
三
五
年
に
匿
名
で
出
賦
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
(
戸
国
-
H
w
h
ミミ
-
M
b
s
S司
会
ミ

h
Q
S
F
Q
ミ
S

S
同

E
h
p
H
旬
ミ
.
R
F同

甲
旬
。
可
陣
営

h
n
E
g
g
-
〔
一
橋
大
学
所
蔵
〕
)

に
お
い
て
こ
う
論
じ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

過
去
半
世
紀
に
お
け
る
農
業
の
改
良
は
非
常
に

大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、

「
わ
れ
わ
れ
は
国
の
繁
栄
が
土
地
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
点
を
と
っ
く
に
通
り
こ
し
た
」
段
階
に

あ
り
、
農
業
の
繁
栄
は
輸
出
工
業
の
繁
栄
の
結
呆
と
し
て
し
か
生
じ
え
な
い
。
そ
し
て
、
今
後
の
増
加
人
口
は
工
業
品
輸
出
の
見
返
り
で

得
た
穀
物
で
養
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
穀
物
法
の
麗
止
は
む
し
ろ
「
外
国
穀
価
を
引
上
げ
」
、
ま
た
現
在
進
行
中
の

穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
)

二
ニ
七



穀
物
法
批
判
の
前
提
〈
上
)

国
内
穀
価
の
「
下
落
過
程
を
く
い
止
め
る
」
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
穀
物
法
の
廃
止
に
よ
っ
て
「
わ
が
国
の
粘
土
質
の
耕
地
の
う
ち
で
最
悪

一一二八

質
の
約
一

C
C万
エ
ー
カ
ー
が
牧
草
地
に
転
換
さ
れ
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
市
場
か
ら
引
き
去
ら
れ
る
穀
物
呈
は
小
さ
い
か
ら
、

分
の
〕
外
国
か
ら
の
穀
物
供
給
が
わ
が
国
の
良
地
を
苦
況
に
お
と
し
こ
む
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
お
」
守

E
W
E
-怠
傍

点

は

服

〔
そ
の

部)。
つ
づ
い
て
、

一
八
二

O
年
の
有
名
な
ロ
ン
ド
ン
商
人
の
自
由
貿
易
請
願
の
起
草
者
で
あ
り
、
ま
た
リ
カ
I
ド
ウ
と
共
に
経
済
学
ク
ラ
ブ

設
立
の
立
役
者
で
あ
っ
た
ト

l
マ
ス
・
ト
ゥ
ッ
ク
(
一
七
七
四
!
一
八
五
八
年
)
の
『
物
価
史
』

(
k

曲目旬刊
S
Q

矢

N
J九
円

8
・
G
3札
口

¥
H
F町

川
町
円

Q
H
司
ミ
.
H
F
同
町
N
M
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N
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凡
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3
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H
u
v
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円

q

N
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4
0
U
-
L
∞ω
∞l
H
∞
勾
・
な
お
、
第
五
・
六
巻
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ニ
ュ

l
マ
l
チ
と

(
5
)
 

の
共
著
)
の
な
か
で
、
穀
物
法
廃
止
後
の
小
麦
価
格
と
小
麦
輸
入
量
と
に
つ
い
て
い
か
な
る
想
定
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
み
て
み
よ
う
。

特
に
、

『
物
価
史
』
は
後
半
の
巻
が
穀
物
法
廃
止
後
に
出
版
さ
れ
て
お
り
1

1
第
四
巻
は
四
八
年
、
第
五
・
六
巻
は
五
七
年
|
|
、
穀
物

法
廃
止
後
の
具
体
的
す
う
勢
を
み
た
う
え
で
の
議
論
で
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
。

ト
ゥ
ッ
ク
は
第
一
二
一
巻
(
一
八
三
八
年
〉
に
お
い
て
、
前
世
紀
末
か
ら
ひ
き
続
い
て
農
業
改
良
が
進
行
し
て
き
た
こ
と
、
ま
た
ナ
ポ
レ

オ
ン
戦
争
の
終
結
以
降
天
候
は
全
体
と
し
て
良
好
で
あ
り
、

「
耕
作
の
拡
張
と
改
良
の
効
果
と
を
大
き
く
発
現
さ
せ
」
、
相
対
的
に
は
穀

物
価
格
は
低
い
水
準
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
も
二
二
年
以
降
の
経
験
が
示
す
よ
う
に
、
平
年
作
の
時
に
は
イ
ギ
リ
ス
は
基
本
的
に
は
穀
物

の
自
給
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
点
は
三
六
年
の
農
業
委
員
会
の
証
言
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た

〈訳
I
一一一二、

E
三
二
二
、

一
九
二
、
二
一
七
ペ
ー
ジ
)
。
そ
し
て
第
三
巻
〈
一
八
四
O
年
)
で
は
、
穀
物
法
廃
止
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
小
麦
の
平
均
価
格
を
一
ク
ォ

I
タ
!
四

五
シ
リ
ン
グ
と
想
定
し
、
吏
に
こ
の
価
格
で
輸
入
さ
れ
る
最
を
年
平
均
一
五

O
万
i
二
O
O万
ク
ォ

I
タ
!
と
見
積
っ
て
い
る
。
し
か
も

一
八
三
五
l
一
一
一
六
年
の
経
験
は
、
豊
作
の
た
め
外
国
小
麦
輸
入
が
ほ
と
ん
ど
な
い
(
七
万
ク
オ
ー
ダ
ー
以
下
)
の
に
小
麦
価
格
が
四

O
シ



リ
ン
グ
を
割
り
、
そ
れ
で
い
て
園
内
の
小
麦
の
作
付
面
積
は
減
少
し
な
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
い
る
か
ら
、
四
五
シ
リ
ン
グ
の
水
準
で
は

耕
地
面
積
は
減
少
し
な
い
と
考
え
る
十
分
な
理
由
が
存
在
す
る
(
訳
班
四
七
四
八
、
四
二
、
四
三
ペ
ー
ジ
)
。
そ
し
て
ト
ゥ
ッ
ク
は
第
四
巻

(
一
八
四
八
年
)
で
は
、
こ
の
四
五
シ
リ
ン
グ
と
い
う
平
均
価
格
は
「
わ
が
連
合
王
国
に
お
け
る
耕
作
を
維
持
し
ま
た
徐
々
に
拡
張
す
る

と
同
時
に
、
増
大
す
る
人
口
の
要
求
を
わ
が
国
内
産
と
あ
わ
せ
て
十
分
に
み
た
す
こ
と
が
で
き
る
だ
け
の
外
向
産
穀
物
の
輸
入
を
も
確
保

す
る
と
い
う
こ
と
を
、
可
能
な
ら
し
め
る
と
こ
ろ
の
高
さ
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
と
規
定
し
て
い
る
(
訳
百
五
0
ペ
ー
ジ
@
傍

点
は
服
部
)
。

ど
が
、
穀
物
法
の
廃
止
後
小
麦
輸
入
は
大
増
加
し
、
四
一
四
五
年
の
年
平
均
一
九

O
万
ク
オ
ー
ダ
ー
か
ら
四
六
1

五
五
年
の
四
四

O

万
ク
オ
ー
ダ
ー
と
二
倍
以
上
に
な
っ
た
(
戸
喧
・
8
M
l品
目

ω)
。
そ
し
て
、
ト
ゥ
ッ
グ
は
第
五
巻
(
一
八
五
七
年
)
で
こ
の
事
実
を
以
下
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
小
麦
輸
入
の
大
増
加
の
原
因
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
不
作
が
続
い
た
の
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
や
合
衆

国
で
は
豊
作
で
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
こ
と
は
、
天
候
が
回
復
し
イ
ギ
リ
ス
の
収
穫
が
平
年
並
み
に
回
復
す
れ
ば
今

後
の
小
麦
輸
入
は
「
大
き
く
減
少
」
し
、
「
大
量
の
穀
物
輸
入
を
な
し
で
済
ま
せ
ら
れ
う
る
」
よ
う
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し

か
も
、
現
在
の
農
業
改
良
の
急
学
|
具
体
的
に
は
、
付
排
水
の
前
進
、
口
改
良
資
金
の
借
入
れ
制
度
の
字
、
日
農
業
機
械
・
用
具

の
改
良
、
岡
借
地
権
の
安
定
が
あ
げ
ら
れ
る
1

i
は

「
〔
国
内
穀
物
〕

生
産
の
大
増
加
を
強
力
に
成
し
と
げ
る
」
こ
と
を
可
能
に
す
る
か

ら
、
天
候
の
回
復
が
小
麦
輸
入
を
大
き
く
減
ら
す
と
い
う
見
通
し
は
一
層
強
化
さ
れ
、
第
三
巻
で
の
想
定
は
実
証
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
更
に

小
麦
価
格
に
つ
い
て
い
え
ば
、
四
人
!
玉
三
年
の
平
均
価
格
ほ
四
四
シ
リ
ン
グ
一

0
ペ
ン
ス
で
あ
り
、
第
三
巻
で
の
想
定
は
立
証
さ
れ
て

い
る
(
〈
ゐ
・
回
日
w
M
M
F
m
N
w
g
P
5
8
0

こ
う
し
て
ト
ゥ
ッ
ク
は
、

一
八
五
七
年
に
至
っ
て
も
一
八
四

O
年
の
自
分
の
想
定
の
正
し
さ
を
疑

わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
〉

一一一一九



穀
物
法
批
判
の
前
提
〈
上
〉

一一凶
O

以
上
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
ト
ゥ
ッ
ク
と
の
所
説
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
ら
は
、
付
穀
物
法
魔
止
後
の
小
麦
価
格
は
決
し
て
安
価
な
外

国
小
麦
の
流
入
に
よ
っ
て
引
下
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
価
格
下
落
は
主
に
園
内
に
お
け
る
農
業
改
良
の
進
行
が
原
因
と
な
る
こ
と
、
口
小

麦
輸
入
量
は
そ
れ
ほ
ど
大
量
で
は
な
く
|
|
年
二

O
O万
ク
オ
ー
ダ
ー
は
六

0
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
の
年
消
費
の
一
割
程
度
で
あ
る
1

1
、

ま
た
園
内
小
麦
生
産
は
増
大
す
る
こ
と
、
こ
う
し
た
想
定
の
う
え
で
穀
物
法
を
批
判
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
ま
た
、

「
反
穀
物
法

同
盟
」
の
指
導
者
で
あ
り
、
穀
物
法
蕗
止
と
そ
の
名
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
リ
チ
ャ

i
ド
・
コ
ブ
デ
ン
(
自
の

E
E
の
c
z
o
p
H
∞O
品
i

民
自
己
に
お
い
て
も
、
穀
物
法
廃
止
は
穀
物
輸
入
量
を
増
大
さ
せ
る
が
穀
物
価
格
を
引
下
げ
は
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

「
穀
物
の
自
由
貿
易
は
圏
内
に
お
け
る
生
産
を
増
加
し
、
よ
り
多
く
の
資
本
と
労
働
と
を
劣
等
地
に
投
下
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
劣
等

地
の
耕
作
を
刺
激
す
る
方
法
」
と
み
な
さ
れ
て
山
品
。

だ
か
ら
、

『
イ
ギ
リ
ス
穀
物
法
の
歴
史
』
の
著
者
D
・
G
・
パ

i
ン
ズ
は
次
の
よ
う
に
書
い
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
工
業
家

た
ち
が
穀
物
法
の
廃
止
は
自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
役
に
立
っ
と
期
待
し
た
と
い
う
事
実
は
、

一
八
七
五
年
以
降
に
大
ブ
リ
テ
ン
に
流
入
す
る

コ
ブ
デ
ン
を
含
め
て
自
由
貿
易
論
者
の
誰
一
人

と
し
て
、
人
口
の
極
め
て
大
き
な
部
分
が
外
国
小
麦
や
外
国
肉
に
依
存
す
る
で
あ
ろ
う
と
は
予
想
し
な
か
っ
た
」
。

こ
と
に
な
っ
た
安
価
な
小
麦
と
肉
と
の
洪
水
を
彼
ら
が
予
想
し
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

(
1〉
〔
巧
色
宮
司
∞
白
聞
各
o
p〕

γ
向。
5
0円
円
色
町

H
Y
∞ユ四
Z
F
O
D
E吋
但
ず
円
相
同
出
自
由
目
当

H
H
g
p
H
F
同
阿
川
町
。
き
さ
註
u
H叶
H
F
Z
D
4
・
H
∞8
・
M
M
g
i
H
N由
0
・

(

2

)

フ
リ
l
ド
リ
ッ
ヒ
・
リ
ス
ト
は
、
一
八
四
三
一
年
に
書
い
た
論
説
の
な
か
で
ビ
ュ

i
ム
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
た
。
「
大
陸
の
工
業
を
揺
藍
の
う
ち

に
窒
息
せ
し
め
た
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ヒ
ュ

l
ム
氏
は
、
二
十
五
年
来
絶
え
間
な
く
自
国
民
に
向
ヮ
て
、
工
業
は
大
商
業
の
基
礎
で
あ
る
こ
と
、
工
業
と

商
業
と
こ
そ
農
業
を
完
成
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
ま
た
こ
の
両
者
は
国
富
の
主
た
る
生
産
者
で
あ
る
こ
と
を
説
教
し
つ
づ
け
た
。
そ

う
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ヒ
ュ

I
ム
氏
は
農
業
の
反
対
者
で
あ
り
、
そ
の
庭
瓢
者
な
の
だ
ろ
う
か
。
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
彼
は
最

も
誠
実
な
農
業
の
友
な
の
で
あ
る
@
な
ぜ
な
ら
、
規
則
的
な
購
買
者
と
資
本
と
が
な
く
て
は
農
業
は
永
久
に
不
安
な
み
す
ぼ
ら
し
い
状
態
に
止
ら
ね



ば
な
ら
ぬ
が
、
こ
の
二
つ
は
工
業
と
商
業
と
の
み
が
造
り
得
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
」
(
『
小
林
昇
経
済
学
史
著
作
集
官
』
未
来
社
、
一
九
七
八
年
、

一
三
五
ペ
ー
ジ
に
引
用
可

(
3
〉
同
『
・
巧

-
E
B
H
a
-
-
ゃな

M1E仏
両
吉
弘

DHF
向、
LE昌
弘
き
ま
ミ
ミ

baHロ
ミ
ミ
h
q
h
S
両
足
室
内
宮
崎
町
時
可
除
雪
。

F
H
U
B
-
H
3・
5
g
w
匂・

]{ωUJHωω1H臼
品
・

〈

4
〉
当
時
の
作
付
面
積
の
統
計
は
な
い
が
、
ボ
ー
ダ
ー
は
一
八
二
七
年
の
遥
合
王
国
の
〉
g
z
o
目
白
色
。
由
民

g
の
面
積
を
一
九
O
O万
エ

l
カ

!
と
推
定
し
て
い
る
。

Hloス
叩
♂
。
、

-RFHYHgiH伺由・

(

5

)

本
書
は
第
一
1
1
四
巻
ま
で
藤
塚
知
義
氏
の
訳
が
あ
り
(
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
八
八
一
年
)
、
引
用
の
際
は
本
文
中
に
訳
の
べ

I
ジ
を
記

す
。
た
だ
し
第
五
巻
以
降
は
、
一
九
六
二
年
刊
の
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
複
刻
版
の
べ

l
ジ
を
記
す
。
な
お
、
第

五
巻
の
な
か
で
本
稿
で
参
照
さ
れ
る
箇
所
は
、
す
べ
て
ト
ゥ
ッ
ク
の
執
筆
部
分
で
あ
る
。

(

6

)

農
業
改
良
の
進
行
は
誰
の
自
に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
@
そ
の
一
一
例
と
し
て
リ
チ
ャ
!
ド
・
ジ
ョ

i
ン
ズ
の
一
八
五
二
年
の
文
章
を
引
用
し
て
お

こ
う
。
「
こ
の
国
民
の
歴
史
の
う
え
で
、
土
地
所
有
者
団
に
よ
っ
て
現
在
な
さ
れ
て
い
る
努
力
よ
り
活
発
な
努
力
が
な
さ
れ
た
時
期
は
か
つ
て
な
か

っ
た
。
彼
ら
は
自
ら
の
所
領
に
永
久
的
な
改
良
を
施
す
た
め
に
、
ま
た
こ
の
国
の
農
業
が
関
わ
ね
ば
な
ら
な
い
諸
困
難
に
対
抗
す
る
た
め
に
科
学
と

宮
と
が
許
す
か
ぎ
り
の
す
べ
て
を
つ
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
(
包
各
回
昆
H
g
o
♂
』
い
た
雪
白
ミ
ミ
ヨ
ミ
5
・
8
5芝
ざ
h

ミ
ト
ミ
宮
主
的
白
書
出
守
高
円
H
M

E
P
S雪
之
同
円
ロ
苫
巴
S
r
a
-
s
d〈・
4

弓『
5
4司四
-
Y
H
∞g
u
H
4・
SE--Yω
ミ
・
大
野
精
三
郎
訳
『
政
治
経
済
学
講
義
』
日
本
評
論
社
、
一
九

五
O
年
、
三
五
三
六
ペ
ー
ジ
。
但
し
訳
文
は
一
部
変
更
〉
。

ハ
7
)
D
・
C
-
ム
i
ア
は
、
穀
物
法
廃
止
と
い
う
農
業
関
係
者
へ
の
む
ち
が
同
時
に
土
地
改
良
諸
法
と
い
う
あ
め
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
を
強
調
す
る

3
・
。
・
忌

odF
、
H
Z
E
B
E
3
8仏
国
間

V
E
g
-
D四・
N

川町

b-HNH.a-pt・-
M

白色町四円

-540--
算
出

0・ω
・
Hum印
〉
@
実
際
、
「
法
令
の

た
す
け
を
か
り
た
土
地
改
良
が
穀
物
法
撤
廃
以
後
急
速
に
増
大
し
た
」
(
椎
名
重
明
『
近
代
的
土
地
所
有
』
前
掲
、
一

O
四
ペ
ー
ジ
@
傍
点
は
原

文
〉
@

(

8

)

切回吋白血
m
r
b
h
r
R
F
-
M
V・
M
m
∞一.

年
)
一
一
二
五
ペ
ー
ジ
。

(

9

)

切
mw円
H
M
A川
市

r
q
h
v
-
h
H
.
H

・-匂

-New-

穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
)

熊
谷
次
郎
「
コ
ブ
デ
ン
の
自
由
貿
易
論
」
(
『
桃
山
大
学
経
済
経
営
論
集
』
第
一
二
巻
二
・
一
二
号
、

一
九
七
九

四



穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
)

四

五

地
主
階
級
の
穀
物
法
批
判
!
|
ジ
ョ
ン
・
ル

!
?
l
-

前
節
で
み
た
よ
う
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
や
ト
ゥ
ッ
ク
の
場
合
に
は
、
穀
物
法
を
廃
止
し
て
も
穀
物
価
格
は
安
価
な
外
国
穀
物
の
外
圧
に
よ

っ
て
下
落
す
る
の
で
は
な
く
、
下
落
す
る
と
す
れ
ば
国
内
に
お
け
る
農
業
改
良
の
進
行
の
結
果
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
外
国
穀
物
輸
入
量

は
そ
れ
ほ
ど
大
量
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
本
節
で
は
、
か
か
る
想
定
を
前
提
に
し
て
、
地
主
の
側
か
ら
穀
物
法
廃
止

の
主
張
が
で
て
き
た
こ
と
を
示
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
地
主
の
側
の
穀
物
法
批
判
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
農
業
改
良
が
地
代
増
大

を
も
た
ら
す
と
い
う
論
理
を
う
ち
た
て
よ
う
と
努
め
た
点
で
あ
る
|
|
但
し
、
こ
の
課
題
は
理
論
的
に
は
成
功
せ
ず
、
次
一
節
で
あ
っ
か
う

マ
カ
ロ
ッ
ク
と
J
・

s-
ミ
ル
と
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
|
|
。
地
主
の
穀
物
法
批
判
者
と
し
て
と
り
あ
げ
る
人
物
は
ジ
ョ

ハ
1
)

ン
・
ル

i
ク
(
一
七
八
O
l
一
八
五
六
年
〉
で
あ
る
。

本
節
で
ふ
れ
る
ル

i
ク
の
著
作
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

θ
k山

3

E
白
ミ
ミ
ぎ
円
巴
志
向
吋
司
、
言
内
抗
、
同
時
的
ロ
¥
H
q
ミ
札
口
3
Q
N
g
d
Q
N
N
E
-
忠
言
マ
ミ
邑
守

NuqN註
S
N
同
町
む
き
さ
い
、
ミ
.
H
F由
民
ミ
史
的
矛
同
さ
』
忠
良

岡山(ロロヴロ門岡田
H

・一{∞
N
品

(

D

U

日)・一{由由也)

@
〔
〉
ロ
ロ
g

Z
ユ
山
口
仏
戸
川
昌
宏
話
口
O
吋

u
u
h
4
ミ司

M3唱
、
色
町
民
お

(
U
C
E
H
Z
ま
N
H
N
E岡
市
之
江
ミ
.
志
向

h
s
h
N
N
己主唱

s
h
N
H
F同
マ
S
M
Uも円九九い』

応、HF
向
句
HQHF
円、。ロ門回。
P
Z
N
∞
(
N
D
a
包・

H呂
町
)
・
〔
引
用
は
こ
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。
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シ
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ィ
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・
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ラ
リ
所
蔵
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句
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3
3
b尽
き
色
¥
吉
之
さ
骨
粗
お
お
-
弘
N
F
司
U
H
h
g
q同
ミ
ミ
(
U
S
F
Rよ

$
2
2
3町民
C
ど
と
な
司
足
ミ
ミ
志
向
。
ミ
3
凡な

3
3
b尽
き
ミ
.

同
雪
国
有
S
W
F
O
D
(
H
O
D
w

冨
ω
∞
・
門
プ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
所
蔵
〕

ル
l
ク
は
、
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
が
「
世
界
の
工
場
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
出
発
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「
大
ブ
リ
テ
ン
は
世
界
の
最

も
完
全
な
工
場
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
住
民
は
:
:
・
〔
外
国
貿
易
の
発
達
に
よ
っ
て
〕
勤
勉
と
資
本
曹
積
と
に
励
ま
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
大
ブ
リ
テ
ン
は
そ
の
工
場
を
大
規
模
化
し
て
お
り
、
ま
た
労
働
の
分
割
と
協
同
と
に
よ
っ
て
よ
り
安
価
に
、
よ
り
完
壁
に
仕
事
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
よ
り
多
く
の
資
本
の
助
け
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
状
態
に
あ
る

(
6
E
Q
Sミ・匂・
8
?浅
3
0
そ
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
を
「
世
界
の
工
場
」
γ

い
し
た
原
因
は
工
業
製
品
に
対
す
る
需
要
の
増
大
で
あ
る
が
、
こ
の
工
業
製
品
へ
の
需
要
の
増
大
は
、
主

に
蒸
気
機
関
の
発
明
に
よ
る
工
業
製
品
の
安
価
と
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
一
定
の
貿
易
自
由
化
へ
の
歩
み
と
に
よ
っ
て
も
た
、
り
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
化
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
以
上
、
も
は
や
以
前
の
状
態
に
一
庚
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

一寸

商

業
と
工
業
と
が
富
裕
で
自
由
な
現
在
の
わ
れ
わ
れ
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。
:
:
:
引
き
返
そ
う
と
す
る
の
は
狂
気
の
さ
た
で
あ
る
。

.. 

わ
れ
わ
れ
は
歩
を
戻
す
と
と
は
で
き
な
い
し
、
こ
の
変
化
を
無
事
に
元
ど
お
り
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
返
却
は
確
実
な
る
破
滅
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
万
難
を
排
し
て
前
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(@〔川。ミ

3
5ミ・℃・
5
7
5
N〉
|
|
こ
れ
が
ル
!
ク
の
現
状
認
識
を
端

的
に
表
わ
す
言
葉
で
あ
る
。
産
業
革
命
を
経
て
「
世
界
の
工
場
」
に
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
が
進
む
べ
き
途
は
、
更
な
る
工
業
化
の
方
向
し
か

な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
ル

i
ク
に
と
っ
て
は
、
自
由
貿
易
を
諸
外
国
に
採
用
さ
せ
て
市
場
を
開
放
さ
せ
さ
え
す
れ
ば
、

「
世
界
の
工

場
」
が
生
み
だ
す
工
業
製
品
は
そ
の
安
価
さ
の
ゆ
え
に
、
過
剰
生
産
の
恐
れ
を
基
本
的
に
は
は
ら
ま
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
つ

て
、
ル

l
ク
が
、
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
農
業
改
良
は
地
代
増
加
を
も
た
ら
す
と
主
張
し
て
も
、
増
加
し
た
地
代
は
有
効
需
要
の
一
源
泉

と
し
て
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
が
マ
ル
サ
ス
と
の
大
き
な
相
違
で
あ
る
。

穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
)

一
四
三



穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
〉

一
四
四

な
ぜ
な
ら

ば
、
ル

i
ク
は
工
業
の
発
達
は
そ
の
ま
ま
農
業
の
利
益

ιな
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
工
業
の
発
達
は
一
方
で
農
業
人
口
を

し
か
し
ル

l
ク
に
お
い
て
も
、
工
業
化
の
進
行
が
農
業
の
国
外
放
逐
を
も
た
ら
す
と
は
決
し
て
考
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。

減
ら
す
と
と
も
に
、
他
方
で
農
産
物
に
対
す
る
国
内
市
場
を
広
げ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
園
内
市
場
の
拡
大
が
刺
激
と
な
っ
て
、

「
最
少
の

入
手
で
:
:
:
土
壌
か
ら
最
大
量
の
生
産
物
を
産
出
す
る
」
よ
う
な
大
農
場
が
生
み
だ
さ
れ
、
こ
の
大
農
場
は
資
本
と
労
働
と
を
集
中
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
両
者
を
節
約
し
、

「
よ
り
少
な
い
入
手
で
よ
り
効
率
的
に
、
ま
た
よ
り
利
益
を
あ
げ
て
土
地
を
耕
作
す
る
」
こ
と
を
可
能

に
す
る
、
と
ル

l
グ
は
考
え
る

(
θ
b
H由
記
号

uc

切・ロ
ω
L
N
H
l
H
N
G
。
つ
ま
り
、
エ
業
部
面
で
の
「
世
界
の
工
場
」
と
農
業
部
面
で
の
経
営
の

集
中
な
、
り
び
に
農
業
労
働
者
数
の
糖
小
と
は
パ
ラ
レ
ル
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る

Q

(
な
お
、
こ
の
農
業
労
働
者
数
の
縮
小
と
い
う
ル

l
グ

の
主
張
は
、

一
λ
世
紀
後
半
の
農
業
革
命
段
階
に
お
い
て
ア

i
サ

l
・
ヤ
ン
グ
が
示
し
た
、
エ
ン
ク
ロ
!
ジ
ャ
に
も
と
づ
く
大
農
場
下
で

(
2〉

の
新
農
法
が
も
た
ら
す
農
業
労
働
者
数
の
増
大
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
と
は
明
ら
か
に
異
っ
た
構
想
で
あ
る
。
)

し
か
し
な
が
ら
す
ぐ
に
気
が
つ
く
よ
う
に
、
工
業
の
発
達
は
農
業
の
利
益
だ
と
い
う
右
の
ル

l
ク
の
主
張
に
は
ひ
と
つ
の
前
提
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
工
業
の
発
達
を
も
た
ら
す
自
由
貿
易
自
体
が
穀
物
の
犬
量
輸
入
を
牛
で
せ
し
め
て
、
イ
ギ
リ
ス
農
業
に
大
き
な
打
撃
を
与
え

る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
穀
物
の
自
由
貿
易
が
農
業
を
破
壊
し
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
自
由
貿
易
に
よ
る
工
業
の
発
達
が
農

業
の
利
益
に
な
る
と
い
う
主
張
は
意
味
を
も
た
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
ル

l
ク
は
、
穀
物
法
を
廃
止
し
て
穀
物
の
自
由
貿
易
を
お
こ

な
っ
て
も
、
穀
物
価
格
の
下
落
は
生
じ
ず
、
ま
た
穀
物
輸
入
量
は
小
量
で
あ
り
、
し
か
も
工
業
の
発
達
・
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ

ス
の
穀
物
生
産
量
は
増
大
す
る
と
主
張
す
る
。

@NV豆
町
出
、
色
白

3

9

3

H

V
尚
之
Q
N
L「
芝
町
立
札
口
¥
H
p
m
h
Q
注目己主・

E
M∞
は
こ
の
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ル

l
ク

lま

一
七
世
紀
中
葉
か
ら
一
八
二

0
年
代
ま
で
の
期
間
を
と
っ
て
、
穀
物
貿
易
の
状
態
ハ
制
限
が
弱
い
か
、
強
い
か
〉

が
イ
ギ
リ
ス
な
ら
び



に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
輸
出
国
で
の
小
麦
価
格
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
歴
史
的
に
検
討
し
ー
ー
そ
の
際
、
ウ
ィ
リ
ア
ム

-
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
『
報
告
』
も
使
わ
れ
る
|
|
、
以
下
の
結
論
を
引
き
だ
す
。
す
な
わ
ち
、
付
穀
物
貿
易
へ
の
制
限
が
弱
い
時
期
に
は
イ

ギ
リ
ス
の
小
麦
価
格
は
高
く
、
ま
た
制
限
が
強
い
時
期
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
小
麦
価
格
は
低
い
、
同
穀
物
貿
易
へ
の
制
限
が
弱
い
時
期
に
は

イ
ギ
リ
ス
の
小
麦
価
格
は
上
昇
す
る
が
、
大
陸
の
小
麦
価
格
は
そ
れ
以
上
に
上
昇
し
、
両
者
の
価
格
差
は
小
さ
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
ル

l
ク
の
結
論
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
小
麦
価
格
が
高
い
か
ら
こ
そ
穀
物
貿
易
へ
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
逆
に

み
て
い
る
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
ル

l
ク
は
、
穀
物
貿
易
の
自
由
化
が
イ
ギ
リ
ス
工
業
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
農
産
物
へ
の
国
内
市
場
を
広
げ
、
穀
物
需
要
を
強
め
、
こ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
価
格
を
高
め
る
こ
と
、
ま
た
、
穀
物
貿
易

の
自
由
化
は
穀
物
輸
出
国
で
一
定
量
|
|
決
し
て
大
量
で
は
な
い
|
|
の
穀
物
輸
出
を
生
ぜ
し
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
輸
出
国
で
の
富
が
一

(

4

)

 

定
増
進
し
、
そ
の
結
果
輸
出
国
自
身
で
の
小
麦
需
要
が
大
い
に
強
ま
り
、
結
局
、
輸
出
国
に
お
い
て
も
イ
ギ
リ
ス
で
以
上
の
比
率
で
小
麦

価
格
が
上
昇
し
、
こ
う
し
て
小
麦
輸
出
量
は
大
き
く
は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
次
の
ル

l
ク
の
文
章
を
み
ら
れ
た
い
。

穀
物
の
自
由
貿
易
を
お
こ
な
っ
て
も
「
わ
が
国
を
充
満
さ
せ
る
恐
れ
の
あ
る
よ
う
な
大
量
の
穀
物
が
外
国
か
ら
来
る
こ
と
は
あ
り
え
な

ぃ
。
そ
れ
ほ
ど
大
量
の
穀
物
が
イ
ギ
リ
ス
に
入
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
前
に
、
こ
の
穀
物
は
必
ら
ず
大
陸
の
大
き
な
海
港
都
市
を
通
過

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〔
だ
が
〕
こ
れ
ら
の
都
市
は
、
自
己
の
周
辺
で
食
糧
全
般
に
対
す
る
需
要
を
増
進
さ
せ
る
所
な
の
で
あ
る
。
そ
し

オ

1
プ
γ
・
ト

νイ
ド

て
、
穀
物
の
公
開
貿
易
が
も
た
ら
す
に
ち
が
い
な
い
〔
穀
物
輸
出
国
で
の
〕
商
業
の
繁
栄
と
〔
諸
物
の
〕
高
価
格
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
け
る
〔
穀
物
へ
の
〕
圏
内
需
要
を
輸
出
さ
れ
う
る
全
穀
物
量
の
一

O
倍
に
も
増
大
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
経
験
が
示
す
よ
う
に
、

外
国
穀
物
の
自
由
輸
入
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
が
〔
穀
作
を
放
棄
し
て
〕
牧
草
地
に
な
る
と
い
う
恐
れ
は
、
こ
れ
ま
で
一
国
民
を
こ
わ
が
ら

せ
た
う
ち
で
最
も
根
拠
の
な
い
幽
霊
の
一
つ
な
の
で
あ
る
」
(
@
旬
、
足
早

E
P
匂・

2
)
。
1

1

ル
l
ク
の
場
合
に
も
、
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
主
張
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物
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批
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前
提
(
上
〉
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四
六

(
す
な
わ
ち
、
大
陸
の
穀
物
輸
出
能
力
は
小
さ
い
)
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
な
い
に
せ
よ
、
暗
黙
の
前
提
に
お
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
穀
物
法
の
廃
止
が
大
量
の
穀
物
輸
入
を
も
た
ら
さ
な
い
と
前
提
す
れ
ば
、
穀
物
の
自
由
貿
易
に
よ
る
工
業
の
発
達
は
農

業
の
利
益
に
な
る
と
い
う
、
先
に
み
た
主
張
は
そ
の
基
礎
を
与
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
ル

i
ク
は
、
農
業
改
良
が
地
代
を
増
加
さ
せ
る
と
主

張
す
る
が
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
に
立
論
さ
れ
る
。

ル
l
ク
に
お
い
て
は
、
穀
物
の
一
定
量
は
つ
ね
に
一
定
量
の
労
働
を
支
配
し
、
そ
し

て
支
配
労
働
が
価
値
の
尺
度
を
な
す
。
し
た
が
っ
て
、
穀
物
一
単
位
は
つ
ね
に
一
定
の
価
値
を
も
っ
。
そ
こ
で
、

一
定
量
の
資
本
と
労
働

と
の
投
下
が
改
良
に
よ
っ
て
以
前
よ
り
も
多
量
の
穀
物
を
生
産
す
れ
ば
、
こ
の
生
産
さ
れ
た
穀
物
の
増
分
が
そ
の
ま
ま
生
産
さ
れ
た
価
値

の
増
分
を
意
味
す
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
利
潤
率
を
一
定
と
す
れ
ば
、
ま
た
少
々
利
潤
率
が
上
昇
し
て
も
、
改
良
の
効
果
が
大
き
け
れ
ば

大
き
い
程
地
代
増
加
は
大
き
い
。
だ
か
ら
、
地
代
上
昇
は
リ
カ
!
ド
ウ
の
い
う
よ
う
に
収
穫
漸
減
に
よ
っ
て
生
ず
る
の
で
は
な
く
て
、

「
地
代
は
;
:
・
生
産
的
労
働
の
追
加
的
諸
力
に
比
例
し
て
上
昇
す
る
」
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
労
働
の
生
産
諸
力
の
増

大
は
「
よ
り
潤
沢
な
資
本
の
投
下
」
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る

(@L密
室
町
、
子
宮

-
r
n
F
3・
N
W
目

ν

・印由
D
I
S
H
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。

右
の
ル

l
ク
の
立
論
は
、
穀
物
|
|
i
こ
の
場
合
小
麦
と
さ
れ
て
い
る
|
|
一
単
位
が
つ
ね
に
一
定
の
価
値
を
も
っ
と
さ
れ
て
い
る
点

で
、
リ
カ

l
ド
ウ
の
価
値
論
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
理
論
的
に
解
か
れ
る
べ
き
問
題
は
、
農
業
改
良
に
よ
っ
て
穀
物
一
単
位
の

価
値
が
下
落
す
る
の
に
地
代
は
上
昇
し
う
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

ル
i
ク
の
立
論
は
こ
の
問
題
を
解
明
し
て
は
い
な
い
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
農
業
改
良
が
地
代
増
大
を
生
む
と
い
う
主
張
の
理
論
的
基
礎
づ
け
は
、
次
節
の
マ
カ
ロ
ッ
ク
と
J

-
S
・
ミ
ル
と
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
現
実
問
題
と
し
て
は
、
小
麦
価
格
の
低
下
傾
向
の
な
か
で
、
単
位
面
積
あ

(
5
)
 

た
り
の
地
代
額
は
一
八
三

0
年
代
後
半
か
ら
上
昇
し
は
じ
め
た
。
し
た
が
っ
て
、
ル

l
ク
の
主
張
は
理
論
的
に
は
正
し
く
基
礎
づ
け
ら
れ



な
か
っ
た
が
、
現
実
に
は
妥
当
し
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、

ル
l
ク
は
、
穀
物
の
自
由
貿
易
が
イ
ギ
リ
ス
農
業
に
打
撃
を
与
え
る
ほ

ど
の
穀
物
輸
入
を
も
た
ら
し
は
し
な
い
と
い
う
前
提
の
う
え
で
、
自
由
貿
易
|
↓
工
業
発
展
|
↓
農
産
物
へ
の
国
内
市
場
拡
大

l
j経
営

の
集
中
と
合
理
化
H
資
本
投
下
増
大

i
l農
業
改
良
|
↓
地
代
増
大
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
を
つ
く
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

ル
I
グ
の
い
う
農

業
改
良
は
ハ
イ
・
フ
ァ

i
ミ
ン
グ
の
技
術
的
諸
契
機
を
す
べ
て
含
ん
で
い
る
が
、
特
に
ル

i
ク
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
農
産
物
輸
送
の
た

め
に
、
ま
た
農
業
改
良
を
刺
激
す
る
商
工
業
の
発
達
の
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
全
土
を
結
ぶ
鉄
道
網
の
確
立
を
訴
え
て
い
る
点
で
あ
る

@ 

。
同
色
白
ロ

h
・H
〉
。

ル
l
ク
は
イ
ギ
リ
ス
農
業
の
将
来
を
以
下
の
よ
う
に
パ
ラ
色
に
描
く
。

「
ブ
リ
テ
ン
の
農
業
は
、
平
明
で
啓
蒙
的
な
科
学
の
目
で
み
れ

ば
、
生
産
的
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
が
よ
り
良
い
形
で
遂
行
さ
れ
、
よ
り
肥
沃
な
土
地
の
注
意
、
深
い
耕
作
に
資
本
が
豊
富
に
投
下
さ
れ
る
と
い
う

活
力
あ
る
成
熟
状
態
に
昇
ろ
う
と
し
て
い
る
夜
明
け
の
段
階
に
あ
る
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
み
え
る
は
ず
で
あ
る
。
周
囲
を
海
で
固
ま
れ
た

こ
の
島
の
土
壌
は
、

〔
マ
ル
サ
ス
や
リ
カ

i
ド
ウ
の
よ
う
な
〕
書
斎
に
閉
じ
こ
も
っ
た
学
者
が
考
え
る
よ
う
に
は
決
し
て
疲
弊
し
は
し
な

ぃ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
リ
ベ
ラ
ル
な
地
主
の
指
揮
と
熟
達
し
た
借
地
農
業
者
の
手
の
中
で
、
こ
の
島
の
土
壌
の
多
産
さ
は
年
々
増
大
し
、

ま
た
増
大
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
」

(@csrha--
可

-
S
3
0

結
局
、
ル

l
ク
に
と
っ
て
は
、

「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス
の
下
で
の
工
業
の
発
達
と
改
良
さ
れ
た
農
業
の
下
で
の
地
代
の
増
加
H
地

主
の
繁
栄
と
は
一
体
の
も
の
な
の
で
あ
り
、

一
層
正
確
に
は
、

「
世
界
の
工
場
」
と
い
う
地
位
の
維
持
な
し
に
は
地
主
の
繁
栄
は
あ
り
え

な
い
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
認
識
の
う
え
に
立
っ
て
、

ル
i
ク
は
自
ら
の
属
す
る
ラ
ン
デ
ィ
ド
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
に
こ
う
呼
び
か
け

た

「
す
ぎ
去
り
つ
つ
あ
る
時
を
み
よ
。
時
聞
は
偉
大
な
諸
変
化
を
も
た
、
り
し
た
。
・
・
・
わ
れ
わ
れ
は
商
業
に
よ
っ
て
現
在
の
状
態
に
な

っ
た
。
現
在
か
ら
み
れ
ば
、

一
七
六
五
年
の
わ
が
国
の
状
態
は
夢
に
す
ぎ
な
い
。
王
位
の
安
定
・
貴
族
の
富
・
国
民
大
衆
の
幸
福
は
互
い

穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
)

一
四
七



穀
物
法
批
判
の
前
提
(
上
〉

一
四
八

に
調
和
し
、

そ
し
て
今
で
は
商
工
業
の
繁
栄
に
よ
っ
て
結
び
あ
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
、

そ
し
て
穀
物
法
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
「
わ
が
国
の
社
会
体
制
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
指
導
者
で
あ
る
、
ブ
リ
テ
ン
帝
国
の
偉
大
な
る
ラ
ン
デ
ィ
ド
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
が
、
彼
ら

自
身
の
犯
し
た
誤
り
を
除
去
す
る
の
に
同
意
す
れ
ば
:
:
:
、
生
産
諸
階
級
は
彼
ら
を
祝
福
し
、
そ
し
て
国
家
指
導
の
指
南
者
と
し
て
彼
ら

を
信
頼
す
る
で
あ
ろ
う
」
(
@
D
之
さ
苦
E
N
-
-
u
-
N
F
M
M
Q
)
。

(

1

)

筆
者
は
「
ジ
ョ
ン
・
ル

l
ク
と
八
位
界
の
工
場
〉
イ
ギ
リ
ス
」
(
『
立
教
経
『
済
学
研
究
』
第
三
四
巻
一
号
、
一
九
八

O
年
)
に
お
い
て
、
ル
l
ク

の
主
張
を
詳
し
く
論
じ
て
い
る
@
ま
た
そ
こ
で
は
、
サ
l
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
グ
レ
イ
ア
ム
、
フ
ィ
ッ
ツ
ウ
ィ
リ
ア
ム
伯
、
サ
l
・
へ
ン
リ
l
・パ

l

ネ
ル
と
い
っ
た
、
地
主
の
穀
物
法
批
判
者
た
ち
の
所
説
も
簡
単
な
が
ち
扱
わ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

(

2

)

「
農
業
が
改
良
さ
れ
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
農
業
労
働
が
需
要
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」
「
エ
ン
ク
ロ

l
ジ
ャ
は
ま
た
、
〔
農
業
で
の
〕
エ
ン
プ
ロ
イ

メ
ン
ト
の
大
増
加
を
も
生
み
だ
し
て
い
る
」
(
〉
3
v日
同
。
ロ
ロ
四
一
w

目白帆円九円白白人山喝、九円
F
韮
崎
町

F
見
2
・
5-v・
H
唱
団
斗

W
H
Y
S
W
3
)
@

(
3
〉
ル
!
ク
は
む
し
ろ
、

H
自
由
貿
易
は
各
国
の
富
を
増
大
さ
せ
、
ぞ
れ
が
結
局
、
ア
メ
リ
カ
の
鉱
山
の
貴
金
属
産
出
量
を
大
き
く
増
大
さ
せ
る
か

ら
、
ま
た
同
「
世
界
の
ヱ
場
」
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
差
額
は
プ
ラ
ス
に
な
る
か
ら
、
内
外
で
の
貨
幣
価
値
は
低
下
し
、
穀
物
価
格
は
国
内
に
お
い
て
も

国
外
に
お
い
て
も
上
昇
す
る
と
考
え
る
(
@
早
足
早
包
含
掴
日
u

・
百
日
(
U
i
g
宮町、
H
-

日)・

8
3。

(
4
〉
ジ
エ
イ
コ
プ
の
『
報
告
』
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
プ
ロ
シ
ャ
で
の
生
産
者
大
衆
の
貧
函
は
小
麦
の
消
費
を
許
さ
ず
、
生
産
さ

れ
た
小
麦
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
輸
出
さ
れ
て
い
た
(
巧
忌
芯

s
y
g
y
勾
も
。

F
Z
8・匂・

5
・
g・
8
)。

ハ
5
〉
こ
の
点
は
第
六
節
で
示
す
@
第
四
節
に
引
用
し
た
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
で
の
記
述
を
み
よ
。

〔
未
完
〕




